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「大学向けクラウドソリューションカタログ 2022」の発行に寄せて 

 

大学 ICT 推進協議会 クラウド部会 

主査 渡邉 英伸（広島大学） 

 

  大学 ICT 推進協議会クラウド部会にご参加いただいている賛助会員様のご協力により、今年

度も本カタログを発行できる運びとなりました。日頃から本部会の運営へのご助言やご協力、情報

提供をいただいております賛助会員の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

 昨今の学術機関における情報環境は、オンプレミス、クラウド、ハイブリッドクラウドなど多種

多様なインフラの利用形態の中から、組織として最適な方法を採用し整備されてきました。クラウ

ドの利用が一般化してきた現状ではありますが、自然災害やサイバー攻撃への対策だけでなく、テ

レワーク推進や DX 推進など事業方針の転換への対応も含め、目まぐるしく変わる状況に迅速に追

従することは今後も求められます。 

 本カタログでは、クラウドサービスやソリューションにおける検討事項を同一の尺度で掲載し、

比較検討の材料としていただくことを目的としております。国立情報学研究所の学認クラウド導入

支援サービス （https://cloud.gakunin.jp）で公開されている「スタートアップガイド」や 「チ

ェックリスト」と合わせてご活用いただくことにより、クラウド導入・利用する際の課題解決に役

立つものとなっています。また、クラウドを導入済みの学術機関におかれましては、ご利用中のク

ラウドサービスが組織の情報環境として適切であることを定期的に確認するための資料としても

ご利用いただけます。クラウド導入・活用する皆様に本カタログが一助けになれば幸いです。 

 

 クラウド部会では、年次大会における企画セッションの開催のほか、北海道大学や広島大学で開

催される関連シンポジウムをはじめとし、クラウド普及活動との連携を推進しております。すでに

クラウドを活用されている、あるいはクラウドの導入を検討されている正会員様、大学向けにクラ

ウドサービスやソリューションを提案されたい賛助会員様のご参加をお待ちしております。 

 
以上 
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特集 
 

クラウド最適化ソリューション 
 

クラウドの利用が浸透して行く一方で、様々な問題も表面化してきています。本特集ではクラ

ウド最適化に関連して、ネットアップ合同会社よりクラウドコストの最適化、サイオステクノ

ロジー株式会社よりクラウド障害対策、ニュータニックス・ジャパン合同会社よりクラウド利

用の実態調査結果とグローバル/日本の差異に見る国内のクラウド利用の現実と目指すべき方

向性を紹介しております。 
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 クラウド最適化ソリューション  

 ネットアップ合同会社 
 クラウド最適化の重要性と今後の方向性 
    ～米 IT 調査企業 GigaOm 社は６月に調査レポート「クラウドリソース最適化の GigaOm レーダー」 の抜粋を踏まえて～ 

 

 クラウドが当たり前となり、クラウド支出の最適化がテーマに 
 新型コロナウィルス感染拡大によって、働き方や研究教育方法が大きく変わる中、クラウドサービスは非常   

 に重要な役割を果たすようになっています。劇的に変化していく社会や市場、生活の中、VUCA と呼ばれる 

 先の見えない状況に対峙するため、多くの組織帯のユーザがオンプレミスでは実現できなかったスピード  

 やアジリティ（迅速性）、スケーラビリティを実現するために、パブリッククラウドの利用を拡大するよう 

 になってきたことは必然の流れだと考えています。  

 スピードやアジリティ、スケーラビリティは非常に重要であり、企業や国だけでなく大学もクラウドを利用 

 する大きな理由にもなっています。しかし、クラウドの利用が浸透して行く一方で、「クラウドコストの増 

 大」という課題も浮かび上がってきています。もともとクラウドを利用する大きなモチベーションはコスト 

 削減でもありましたが、クラウドの利用コストはオンプレミスより必ずしも安価ではないことが分かってき 

 ています。調査会社のガートナー社によると「約 8 割の組織は、IaaS 利用料の予算超過が発生するだろう」 

 と予測しています。「クラウドと継続的に付き合っていくためには、下の図１のように従来からフォーカスさ 

 れてきた CI（継続的インテグレーション）/CD（継続体デプロイメント）だけでなく、CO（継続的オプテ 

 ィマイゼーション）と呼ばれる需要に合わせた供給の調整と支出の最適化（次ページ図の２ 参照）が必要 

 不可欠となってくると考えられています。 

 

 図１（出展:NetApp） 
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  図２（出展:NetApp）

    
  NetApp の Spot が米国のクラウドリソース最適化の調査で最高評価を獲得 
 クラウドの導入が著しく増加・定着する昨今、クラウドリソースを最適化するための戦略的な考えと重要 

  性が益々注目されています。そして、クラウドのパフォーマンスを最大化するために、クラウドにかける 

  コストを分析、自動化、最適化するための「リソース最適化ソリューション」に関心を寄せる企業、大学 

  も欧米を中心に増加の一途を辿っています。 そうした中、米 IT 調査企業 GigaOm 社は 2022 年６月に 

 調査レポート「クラウドリソース最適化の GigaOm レーダー」（原題「GigaOm Rader for Cloud Resource  

 Optimization」）を発表しました。本レポートでは、組織がクラウド導入した後から最適化を考えるのでは 

 なく、導入の初期段階から戦略的な優先事項として取り組む必要があることを次のように強調しています。  

 「クラウド利用の拡大は、IT 担当者の増員が追い付かないほど進んでいる。クラウドリソース最適化を 

  自動化できればクラウドコストも最適化でき、IT 部門担当者の業務効率を改善して、より価値の高い業務 

  に取り組むことができるようになる」（Cloud Resource Optimization Radar Report より）GigaOm 社は 

 本レポート作成にあたり、 クラウドリソースの分析と最適化機能について複数のベンダー並びにソリュー 

 ションを評価しました。評価は、各ソリューションの運用に必要なリソースにより異なる組織タイプの要件 

 とともに、その特徴や機能を対象に行われました。この中で唯一のクラウドリソース最適化サービスであっ 

 た「Spot by NetApp」がこの度「アウトパフォーマー」（性能・機能が他を上回る）として高い評価を受け 

 ることとなりました。  
  
 評価結果の主なポイント 

・最も有効なクラウドリソース管理ソリューションは、効果的で信頼性の高いリソース構成を提案し、導入パイプ

ラインや変更管理プロセスに統合される。 

・クラウド利用の拡大は、IT 担当を増員するペースを上回り続けているため、クラウドリソース最適化を自動化

できればクラウドコストも最適化でき、IT 部門担当者の業務効率を改善できる。 
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・クラウドを活用する組織や、クラウドのみのワークロードに注力している組織は、自動化の複雑さを管理できる

ソリューションへの移行を検討すべきである。 

・具体的な目標を持たずにリソースの使用状況を分析することは避けながら、評価基準とビジネス成果を合致させ

るか、コストに焦点を当てて、自動化にかける労力が削減できるコストに見合うかを検討すべきである。 
 

 米 IT 調査企業 GigaOm 社が注目した主なポイント 
 ・「Spot by NetApp」の価格モデルはコスト削減を保証し、SLA にはアプリケーションが要求するパフォー 

    マンスを達成することが記されている。 

・NetApp はクラウドの可視化、コスト最適化、コスト配分、セキュリティとコンプライアンス、リソース

管理機能を提供する CloudCheckr 社を買収している。 

・「Spot by NetApp」の自動最適化サービス価格は、ユーザのコスト削減率に応じて設定される。 

・「Spot by NetApp」はスケーラビリティ、使い勝手、ROI で評価最高点を獲得している。  
今後の方向性 

  VUCA と呼ばれる先が読めない状況下では、じっくり検討し綿密に計算して投資を行うといったオンプレ 

  ミスの投資スタイルから、時代の新しい尺度となったスピードやアジリティ（迅速性）、スケーラビリティ 

  を持って試行錯誤を繰り返しながら柔軟に成⾧の種を見つけるスタイルに大きく舵を切っていく必要が 

  あります。またその流れに呼応する形でクラウド導入が今後益々急増する中、組織の規模にかかわらず、 

  リソースの最適化を検討することが極めて重要なファクターとなって行くことは言うまでもありません。 

  クラウド利用には複雑さとコスト増加が伴うため、自ずとクラウド戦略にも影響します。クラウド利用 

  環境は組織により異なり、リソースを最大限に活用するためには、パフォーマンスとコストのバランスに 

  配慮することが必要不可欠となります。そうした中「Spot by NetApp」はクラウドのパフォーマンスを 

  改善し、数千の組織で最適化を継続して行えるように常に革新を続け、新しいソリューションを市場に 

  提供しています。今後、この分野の技術が益々発展し、皆様のクラウド利用の最適化は戦略的には当たり 

  前の時代が来ると確信しています。 

  「GigaOm Rader for Cloud Resource Optimization」(英語)調査レポート本文はこちらをご覧ください。 

  https://research.gigaom.com/reprint/gigaom-radar-for-cloud-resource-optimization-netapp/ 

  「Spot by NetApp」については、ソリューションカタログにご紹介ページを設けておりますので、ご覧い 

  ただけると幸いです。 ソリューションご紹介サイトは https://spot.io/（英語）となっています。 
  
  NetApp について 
   NetApp はグローバルなクラウド戦略で業界をリードする、Data-Centric なソフトウェア企業です。 
  DX が加速する時代において、データを活用してビジネスをリードする企業や組織を支援します。 
  クラウドでの開発、クラウドへの移行、オンプレミスでの独自のクラウドレベルの環境構築など、データ 
  センターからクラウドまでのアプリケーションを最適な状態で実行できるシステム、ソフトウェア、クラ 
  ウドサービスを提供しています。 NetApp は多様な環境にわたって機能するソリューションを通じて、 
    企業や組織が独自の出た Data Fabric を構築し、いつでもどこでも、必要なデータ、サービス、アプリ 
    ケーションを適切なユーザに安全に提供できるようにしています。 
   
      会社 HP: www.netapp.com/ja  ネットアップ合同会社は NetApp の日本法人です。              
        お問い合わせ先:ネットアップ合同会社 戦略アライアンス本部 脇 昌弘 masahiro.waki@netapp.com 



9 
 

クラウド最適化ソリューション 

サイオステクノロジー株式会社 
クラウドの障害対策 4 つの方法と最も信頼性のある構成 
 

以前、パブリッククラウドの東京リージョンにて大規模障害が発生し、同リージョンに配置される一部のイン
スタンス（IaaS）が使用できなくなった障害がありました。この障害を受け、クラウドの可用性に不安を感じ
た方もいたのではないでしょうか。そこで、クラウド上でよく採用されている、4 つの障害対策について解説
します。 

1. クラウド標準機能(Auto Recovery)による対策 
AWS の場合は Amazon EC2 の「Auto Recovery」機能を使います。Auto 

Recovery は、物理ホスト側の問題を検知して EC2 インスタンスを自動復旧

してくれるサービスです。EC2 インスタンス上で動いているアプリケーショ

ンの障害までは検知してくれませんが、基板側の障害については一定の信頼

ができます。 

しかし、1 つのデータセンター全体に影響が及ぶ広域障害では、自動復旧に

失敗するケースがあり得ます。Auto Recovery は動作し、同一データセンタ

ーの別ホストで復旧を試みたものの、そのホストにも影響が及んでいたた

め、自動復旧が失敗してしまいます。 

24 時間の稼働が必要な、監視サービスやオンライントレードサービスなど

は、確実に別のデータセンター（パブリッククラウドでは一般的にアベイラ

ビリティーゾーン＝AZ という）で復旧できる対策が必要と考えます。 

＜概念図:Auto Recovery＞ 

 

2. 監視ツールと手動操作による対策 

EC2 上で Zabbix などの監視ツールで障害対策をするケースもあります。監

視ツールが障害を検知したら手動で再起動させる運用です。 

この方式の⾧所は Auto Recovery が検知できないアプリケーションの障害

も監視ツールが検知してくれる点です。一方で、人によるオペレーションを

前提としているため、人的な負担や復旧時間の⾧さ、操作ミスのリスクが短

所になります。 

また、広域障害の場合はそもそも仮想マシンの再起動操作ができない可能性

もあるため、止められないシステムの対策としては、自動的に障害を検知し

て別のアベイラビリティーゾーンで復旧できる仕組みが必要になります。 

＜概念図:監視ツールと手動再起動

＞ 
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３. バックアップによる対策 

バックアップはどのシステムでも使われていますが障害対策の観点では注

意が必要です。 

まずバックアップは、取った時点の状態に確実に戻すことができますが、障

害が起きた時点のできるだけ近くの状態に戻すことはあまり得意ではあり

ません。（RPO（目標復旧時点）の観点）また、バックアップからのリストア

にはそれなりに時間がかかるので、すぐに復旧させたい場合は注意が必要で

す。（RTO（目標復旧時間）の観点） 

基幹系などのシステムの対策としては RTO と RPO が短く、かつ他のアベイ

ラビリティーゾーンでも修正不要で復旧できる仕組みとの併用が必要です。 

<概念図:バックアップからの復旧> 

 

４. HA クラスターによる対策 

HA クラスターとは、稼働系と待機系でサーバーを 2 台用意し、稼働系シス

テムに障害が発生した際に自動で待機系システムに切り替える仕組みです。 

異なる AZ に稼働系と待機系を配置することでさらに可用性の高い構成とな

ります。 

これにより、前述 3 つの対策の課題である「障害の自動検知と自動復旧」「別

のアベイラビリティーゾーンでの復旧」「RPO と PTO の短縮」のすべてを解

決する事が出来ます。 

<概念図:HA クラスター> 

 

 

 

 

 

＜クラウド上での障害対策手法とその違い＞ 
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◆HA クラスターの具体的な構成例◆ 

A）アベイラビリティーゾーンをまたぎ、広域

障害へも対応できる、HA クラスターの構成例 
サイオステクノロジーの「LifeKeeper」「DataKeeper」を利用

した高可用性ソリューション（Azure の場合） 

 

B）オープンソースソフトウェアを使い、リー

ジョンもまたいだ、HA クラスター構成例 
LINBIT クラスタスタックサポートの「DRBD」及び

「DRBD Proxy」を利用した、クロスリージョン構

成（AWS の場合） 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先:サイオステクノロジー株式会社  

会社 HP https://sios.jp/       製品 HP https://bccs.sios.jp/ 
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クラウド最適化ソリューション 

ニュータニックス・ジャパン合同会社 
クラウド利用の実態調査結果とグローバル/日本の差異に見る国内のクラウド利用
の現実と目指すべき方向性 

 

はじめに 
本稿では 2021 年 8-9 月に米国 Nutanix, Inc.が実施したクラウド展開/導入の現状把握を目的とした調査

(*1)データをもとに、グローバルと国内の団体・企業のクラウド利用の実態について考察する。また、その差
異から見た国内のクラウド利用の現実と、これからクラウドの採用を検討、もしくは本格的に導入を考える団
体・企業の目指すべき方向性について提言したい。 

本調査では全世界の 1,700 人 (うち 100 名が国内団体・企業) の IT 意思決定者を対象に調査を行った: 
・ビジネスアプリケーションを実行している場所 
・将来の予定 
・クラウドに関する課題 

同様の調査は毎年行われ、今回で 4 年目となる。 
 

*1 Nutanix Enterprise Cloud Index : https://www.nutanix.com/jp/enterprise-cloud-index 
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クラウドのグローバルトレンド 

「アプリケーションを過去 1 年間で新たな IT 環境に移行させた」とする回答者は 91%で、「今後 1～3 年以
内にマルチクラウド環境での運用を想定している」回答者は 64%、「ハイブリッドマルチクラウドを理想的な
IT 運用のモデルである」との回答は 83%という結果であった。 
 
 一方、従来型データセンター(*2)の利用は現在の 22%に対して、今後 1～3 年の予定では 5%となった。一
方、プライベートクラウド(*3)の利用は 25%から今後 1～3 年で 16%へ、単一のパブリッククラウド(*4)の
みとの回答は 16%から 15%と横ばいに対して、マルチクラウド(*5)が 36%から 64%へ増加している。 
 
クラウドトレンドのグローバルと日本との比較 
国内ではアプリケーションの過去 1 年間での新たな環境への移行は 86%とグローバルと同じ傾向で、今後 1～
3 年以内にマルチクラウド環境での運用も 60%とグローバルと同等だが、ハイブリッドマルチクラウドが理想
的な IT 運用のモデルとするとの回答はグローバルの 83%に対して 69%と 14 ポイントも低い結果になった。 
国内の現在の従来型データセンターの利用は 29%とやや高いが、今後 1～3 年での計画ではグローバル同等の
6%へ低下し、プライベートクラウドのみは 21%で横ばい、単一のパブリッククラウドのみは 20%から 13%
へ減少、一方マルチクラウドは現在の 39%から 60%へと総じてグローバルと近い割合に収束していく結果と
なった。 
 

*2 本調査ではクラウドの機能を持たず、また、他のクラウドとの接続性も持たない環境を従来型データセン
ターと分類 

*3 本調査ではプライベートクラウドはパブリッククラウドと同様の機能を持つデータセンターと定義した 
  *4 クラウド事業者から提供されるサービス 

*5 プライベートクラウドとパブリッククラウドを含む複数のクラウドを組み合わせる方式 
 

 

 
 
 
 

 

ハイブリッドマルチクラウドが
理想的なIT運用のモデルである

85%
グローバル

日本

81%

相互運用性を備えた
マルチクラウドが理想的である

87%
グローバル

日本

86%

マルチクラウドの管理を
シンプル化する必要がある

83%
グローバル

日本

69%

79%
グローバル

日本

84%

ビジネスニーズに必要な
ITスキルが社内で不足している
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日本固有の傾向としてハイブリッドマルチクラウド、すなわち、プライベートクラウドを加えたマルチクラウ
ド環境に対する期待がグローバルよりも低い点が明らかになった。しかし、これは「相互運用性を備えたマル
チクラウドが理想的である」とする設問に対しグローバルの 85%と同等の 81%の結果がえられていることか
ら、マルチクラウドへの期待は高い一方、ハイブリッドの片翼を担うプライベートクラウドへの期待が相対的
に低いことが示唆される。その他の回答から組織内のリソース不足に対する危機感が垣間見え、従来型データ
センターより遥かに小さいとはいえ、自社にアセットと運用のためのリソースを必要とするプライベートクラ
ウドへの期待の低さに繋がっていると考えられる。 

 

米国政府に見るクラウドファーストからクラウドスマートへの転換 
この傾向はクラウド先進国の米国の数年前の状況に酷似している。クラウドでは実現できないという明確な理
由がある場合にのみ、それ以外の選択肢を検討するというクラウドファーストポリシーを採用する団体・企業
が増え、クラウドが得意ではない分野でも無理なクラウド 利用が推進され、想定した以上のコストやスキルと
知識の不足からセキュリティインシデントなどの多く課題に見舞われることになった。 
これをうけ 2019 年、米国政府はクラウドファーストからクラウドスマートへとポリシーの転換(*6)を行って
いる。行き過ぎからの反省を踏まえ、クラウドスマートでは以下の 3 つがその基本の考え方である: 

1.明確な理由がある場合のみクラウドを選択する 
2.クラウドでは展開/拡張/縮小/運用などに自動化を取り入れる 
3.クラウド全体のセキュリティを監視する機構を組み入れる 

1 はクラウドファーストと相反するポリシーのように見えるが、実際はクラウドをすでに成熟したテクノロジ
ーとして他の選択肢と比較した上で、もっともメリットの高い選択をすることを推奨している。また、2、3 も
コストとセキュリティについての反省を反映したものとなっている。 
 
プライベートクラウドはクラウドスマートにおける選択肢になるのか? 
Pay as you go 型のコスト体系からパブリッククラウドに最適なのは、災害復旧(DR)先や開発・検証のような
常時利用しないワークロードやデータセンター内には収まりきれないほどに極端な拡張と縮小が必要な変動性
の高いワークロードである。 

 

*6 From Cloud First to Cloud Smart : https://cloud.cio.gov 
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コスト以外のセキュリティやコンプライアンス、そしてパフォーマンスの観点からも従来型データセンターで
稼働している多くのアプリケーションのパブリッククラウドへの移行は後述のように時間とコスト、リスクが
介在するため、プライベートクラウドもその有力候補となる。 

このプライベートクラウドでの運用管理をよりシンプル、かつ効率的に行えるようにしているのがハイパーコ
ンバージドインフラストラクチャー(HCI)である。 

 

 
 

HCI は汎用サーバー(ノード)とソフトウェアで実現される。パブリッククラウドのアーキテクチャーをデータ
センターの中で再現するというアプローチで、ノードを必要に応じて随時追加することでそのリソースを自在
に拡張できるため、従来のように今後 5 年のアプリケーション・データ成⾧を踏まえた大規模なアセット投資
を予め行う必要はなく、スモールスタートで Pay as you Glow 型のクラウドのようなコストモデルが実現す
る。 
また、全体に渡って高度な自動化がビルトインされており、従来は各々の機器を熟知したエキスパートによっ
て行われてきた障害への対応も、障害コンポーネントの切り分け、影響の特定、ダメージ修復、サービスの復
旧がソフトウェアによって自動的に行われる。 
少数のゼネラリストによる運用が実現し、管理負荷が下がる上、パブリッククラウドと同等レベルの拡張性と
柔軟性が提供される。 
 

 
 

91%
グローバル

日本

88%

HCIをすでに導入済み、または
2年以内に導入の予定がある

データ

データ

アプリ

データローカリティ
アプリとデータを可能な限り
密接に配置し高性能を実現

リダンダンシーファクタ
クラスタ内にデータを分散配置して冗⾧化

障害時にもデータアクセスを保証

アプリ

高可用性
障害時はアプリケーションを自動再起動

データの冗⾧性を自動復元

最適化
ローカリティはオンデマンドで復元される

必要に応じてアプリとデータを再配置

パフォーマンス・隔離
常に最適なパフォーマンスを提供

世代の違うハードウェアも混在可能

アプリの影響範囲を隔離
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また、当社が提供する HCI ソフトウェアはプライベートクラウド全体を一元管理できるインターフェイスを備
えている。 
ハードウェア、仮想化ソフトウェアは多くの選択肢に対応しており、従来の環境からの移行にギャップを感じ
ることなく、一方で大幅な管理工数の削減、生産性の向上を実現する。 
 
パフォーマンスの観点から、独立したストレージシステムを利用する従来型データセンターを選択せざるを得
ないケースもあるが、当社の HCI の性能は継続して向上し続けている。 
 
ストレージメディアの進化とソフトウェアの最適化で、この 4 年間でほぼ 6 倍の性能を達成(*7)しており、当
社のソフトウェアで構築されたプライベートクラウドでは性能要件の高いワークロードを含むあらゆるアプリ
ケーションも一元管理できる。 
 
パブリッククラウドへの移行をどう考えるべきか? 
明確な理由がある場合にはパブリッククラウドの利用も推奨される。単純なコスト、セキュリティ、パフォー
マンスの観点での選択はプライベートクラウドの節で説明してきたが、それ以外にもアセットを持たないとい
う意思決定や、運用のリソースの観点から、クラウド以外の選択肢がないこともある。重要なことはクラウド
への移行はそれなりの覚悟が必要ということだ。この認識については国内もグローバル同様に進んでいる。
(*8) 
 
  *7  

 
 
 *8 

 
 
 

異なるクラウド環境間の
アプリケーションの移行は

時間がかかり対価も相応である

80%
グローバル

日本

82%
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パブリッククラウドにはアプリケーションを提供する SaaS、アプリケーションを構築するためのプラットフォ
ームを提供する PaaS、そして更にインフラストラクチャーのみをサービスとして提供する IaaS があり、既存
のアプリケーションをクラウドに移行する際にはそれぞれどのサービスに移行するべきかを検討する必要があ
る。 
Gartner は 5 つの R としてクラウドへの移行の方法論を体系化している: 
 

 
 
これら手法では確実に有効な移行自動化ツールが提供されない場合、右へ行くにつれてコストが大きくなる。 
 
コストの低い Rehost で移行できると考えていたが、Refactor や Rearchitect が必要となり、クラウド移行の
遅れや、予想外のコスト上昇も多く発生しており、また正しく理解せずに移行した結果、意図せずしてサービ
スレベル(SLA)が劣化しているケースも報告されている。 
 
パブリッククラウドへの移行を適切に実現する 
移行の大きな障壁は従来型データセンターとクラウドのアーキテクチャの違いである。 
従来型データセンターではインフラストラクチャーの強靭さがそのままアプリケーションの稼働時間を担保し
ていたが、クラウドではこれらは提供されない。クラウドではアプリケーション自身の構成で高い稼働時間確
保するべきとされている。 
従来型データセンターのアプリケーションをそのまま移行すると、クラウド全体の SLA である 99.99%ではな
く、シングルインスタンスの SLA である 99.5%となり、これは月 3.6 時間以上(年 43 時間以上)の停止を容認
するレベルでビジネスアプリケーションでの選択肢にはなりにくい。 
 
次の選択肢はよりコストの高い Refactor/Rearchitect だが、これらはコードの変更を伴うため、数ヶ月から数
年にも及ぶ場合がある。ビジネスの俊敏性、もしくはアセットを手放してビジネスリソースを強化するための
クラウド移行という本来の目的からも外れてしまう。 
 
当社ではプライベートクラウドを実現するソフトウェアをパブリッククラウド上でも起動できるようにし、ク
ラウド間のアーキテクチャの差を埋めることで、SLA を維持した Rehost を実現、新たなクラウド移行の選択
肢を提供する。 
SLA のための高可用性やクラスタ機能に加え、データ圧縮/重複排除、CPU/メモリのオーバーコミットなどの
様々な効率性の機能が利用できる他、クラウドの画一的なリソースサイズのメニューからの選択ではなく、ニ
ーズに合わせた適正サイズのリソースを実現できるため、クラウドをそのまま利用するよりもさらにコストを

• Replace
o アプリケーション全体を入れ替える
o アーキテクチャも完全に入れ替える

• Rebuild
o クラウドネイティブアーキテクチャでアプリを完

全に書き換える
o 既存のアプリのコードは捨て去る

• Rearchitect
o アプリケーションの大規模な変更を行う
o アーキテクチャを完全に移行する

• Refactor
o アプリケーションのコードと設定を新たなインフ

ラに合わせて微修正する
o アーキテクチャを変更する

• Rehost
o アプリを新たな環境に展開する
o 新たなアーキテクチャに合わせたリファクタリン

グが必要になる

Rehost

Refactor

Reachitect

Rebuild

Rep lace

5Rとして知られるGartnerの5つのクラウド移⾏戦略コスト

IaaS PaaS SaaS

ネイティブクラウドサービス
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抑えることができる。また、プライベートと同じ管理ツールを利用してパブリック環境の運用・管理ができる
ため、新たなスキルセットの獲得にかかるコスト(時間)も節約することができる。 
 
また、移行自体も Nutanix Move という移行自動化ツールを利用してベスト・プラクティスを適用しながら短
時間で実現できる。Move では従来型データセンターからプライベート・パブリッククラウドの両方への移行が
可能だ。 
 
結果として、コストを 30%-50%、時間も最大 60%削減できる。この削減にはスキルの獲得コストや SLA の
劣化によるダウンタイムコスト(機会や生産性の損失)、クラウドへの早期移行によって生まれる追加収益につ
いては含めていない。 
 
クラウドへ移行後、必要なら高い拡張性のために時間のかかる Refactor を行うことも可能だ。その際には従来
型データセンターはなくなっており、この選択はキャッシュフロー上もリソース上も合理性が高い。 
 
マルチクラウド間のアプリケーションの移行を実現するためのセキュリティ 
これまでの話だけでは相互運用性を備えたマルチクラウドは実現しない。セキュリティは 4 年連続でクラウド
における課題の 1 位として挙げられている。 

 
マルチクラウド環境に必要なセキュリティは以下の 3 つだ: 

・プラットフォームセキュリティ 
・マルチクラウドセキュリティ統合 
・アプリケーション/データレベルでのセキュリティ 

 

49% 49% 43%

マルチクラウドにおける課題
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コンプライアンスを保証

アプリケーション・データのセキュリティ

“ゼロトラスト”

必要なデータだけ転送圧縮してバックアップクラウドで分析に利用

本社・拠点をスマート同期
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分析に基づき自動階層化
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!!
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通信の細かな制御、クラウド間通信

不審なデータ活動をブロック、

復元、クラウドとのデータ連携



19 
 

プラットフォームセキュリティではクラウド事業者が提供しているものと同等の機能をデータセンター向けに
提供する。当社ではデータ・通信の暗号化、多要素認証を利用するセキュアなログイン、プラットフォーム全
体のソフトウェアの脆弱性に対するパッチの管理・適用も一元管理する必要がある。当社の場合、このセキュ
リティはソフトウェアをインストールした際から適応され、セキュリティ構成が不正に変更された場合には自
動修復を行う機能も搭載されている。 
 
マルチクラウドセキュリティ統合ではクラウド間でアプリケーションが移動・連携する際に両側の環境で同等
のセキュリティを保証する。それぞれのクラウドのセキュリティは異なるテクノロジーで異なる実装がなされ
ているため、言葉が同じでもセキュリティは同等ではない。 
当社のプラットフォームではプライベートを含む全てのクラウドのあらゆる設定項目を監査し、あるべき設定
が確実に設定されていることを確認、あるべき設定ではない場合、その問題点と、修正方法を提示する。 
また、全項目監査で、環境が特定の業界・地域のコンプライアンス(PCI-DSS, HIPPA, NIST 等)に準拠状況の
監査を実施、非準拠のポイントを指摘する。アプリケーションが必要とするコンプライアンスへの準拠が確実
に保証されることで、初めてクラウド間の相互運用が現実的な選択肢となる。また、クラウド間のネットワー
ク接続を実現するための VPN、L2 延伸、ルーティングなど、ネットワーク機能を提供しセキュリティを確保す
る一方で、アプリケーションの連携を支援している。 
 
アプリケーション・データのレベルでは、アプリケーション間の通信を細かくポリシーに従って制御し、ゼロ
トラストポリシーを実現するマイクロセグメンテーション、データに対する攻撃(内部犯行、ランサムウェアを
含む)を抑止するためのデータについてのアクティビティの監視とアクセスのブロック、WORM(write once 
read many)をサポートしたストレージや Read-Only のスナップショットからの復元をサポートしている。 
 
もちろん、プラットフォームに搭載されたセキュリティ機能だけではあらゆるサイバー脅威からアプリケーシ
ョンとデータを守ることはできないが、それぞれのセキュリティレイヤーでサードパーティのセキュリティツ
ールベンダーと連携を行うことで、さらにセキュリティを高めることができる。 
 
終わりに 
今回行われた調査では国内のクラウド利用が今後 1-3 年で急速にグローバルと同程度まで進めてゆく企業・団
体の強い意志が確認された。一方、数年前のクラウド先進国に見られた過度なパブリッククラウドへの期待も
顕在化している。先進国の事例に学び、必要に応じて適切にクラウドを活用するクラウドスマートポリシーの
採用を提言したい。クラウドに移行すべき明確な理由が認められるケースであったとしても、実際のクラウド
への移行は想定よりも多くのコストと時間、そしてリスクを孕むものになることが多い。当社のソリューショ
ンはこうしたクラウド移行の課題を解決するだけでなく、クラウド移行後のマルチクラウドセキュリティ運用
も考慮したソリューションとなっている。 
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製品・サービス名称 

 

NetApp ONTAP: Anti-Ransomware + Cloud Secure による多層防御 

提供企業名 ネットアップ合同会社 

紹介サイト URL Prevent ransomware spread with ONTAP automatic ransomware protection (netapp.com) 

Cloud Secure Ransomware | NetApp 

■製品サービスの特長 

 

 

ストレージ OS「ONTAP」の A.I 異常検出エンジンでデータの書き込みを 

解析し、検知と対応を行うランサムウェア対策ソリューションです 

・ランサムウェアの検知 

 - データ ファイルのエントロピー(複雑性)の傾向を把握 

・ランサムウェアへの感染検出後の迅速な対応 

 - 感染を検出後、被害を最小限に抑えるために自動的に緊急バックアップを取得 

・インターネットに接続できない環境でも利用可能 

 - OS 自身に機能が組み込まれているためインターネット接続不要 

 

 

データアクセスを振る舞い検知ベースのアーキテクチャで監視する、 

SaaS 型のランサムウェア対策ソリューションです。 

・ランサムウェアの検知 

 - Deep Learning により悪意のあるデータアクセスを検出                 

・異常検出時はポリシーに従いアクションを自動実行 

 - ストレージ OS「ONTAP」と連動してしたスナップショットの自動取得 

・ランサムウェア感染以外の不正アクセスも検知 

 - データの持ち出し等、ランサムウェア以外の不正アクセスも検知可能 

 

 

Anti-Ransomware と Cloud Secure でストレージ内の同一領域を 

監視することにより、ファイルのエントロピー解析/振る舞いベースの 

多層で外部からの攻撃を検知し、復旧用のスナップショットを自動で取得 

します。各機能を単体で利用するよりも検知の精度を向上させ、より堅牢に 

データを保護可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Anti-ransomware によるエントロピー解析 

Anti-ransomware ＋Cloud Secure による多層防御構成例 

Cloud Secure による振る舞い検知 



 

24 
 

製品・サービス名称 NetApp ONTAP: Anti-Ransomware + Cloud Secure による多層防御 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（） 

大学数（非公開）校：利用大学名（芝浦工業大学） 

費用 ストレージの機種/必要容量/オプションの選択により料金が変動致します。詳細は弊社または、代理店へお問い

合わせください。 

利用条件 ライセンス形態（買取、利用契約）、保守（初年度から・２年目から） 

支払方法 代理店との個別契約(リース会社を利用すれば月額支払いも可能) 

販売代理店 有（代理店名：代理店一覧 https://partner-connect.netapp.com/jp/partner-directory） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 3 か月(目安) 

約款の有無 有・無 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（機器設置先に依存） 管轄裁判所 国内・海外（機器設置先に依存） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開   ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 代理店との契約に依存 QA 対応時間帯 代理店との契約に依存 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 無 サービス停止の通知 販売終了から半年前に通知 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISO 14001 等 

問合先 企業名：ネットアップ合同会社 

部署名：戦略アライアンス本部 

担当者・脇 昌弘 

 

電話番号：070-1395-0576 

FAX 番号：03-6870-7401 

Mail：masahiro.waki@netapp.com 

 

2016.9.9 Ver.0.4 
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製品・サービス名称 キャンパス手帳 (ハイブリッド出席管理 / 着席管理 / 授業支援) 

提供企業名 リコージャパン株式会社 (開発元：株式会社ドリームネッツ) 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/service/campustecho 

■製品サービスの特長 

 

ハイブリッド型授業での出席管理 でお悩みの先生! 

音楽やパスコード使って、簡単かつ正確に 出席を一元管理します! 
 
キャンパス手帳は、4 種類の方式(音楽方式/パスコード+GPS 方式/レポート課題方式/点呼)を組み合わせ
て、あらゆる授業の出席を一元管理します。特に音楽方式は、他に類を見ない物です。先生が流す音楽を、
学生のスマートフォンで受信する事により、どの様な場所でも、簡単かつ正確に出席を記録します。所要時
間は僅か数秒で、授業の進行を妨げません。また出席管理に加えて、対話型授業に役立つ様々な機能も付い
ており、学生達の理解度向上に貢献します。 

まずは 無料 でお試しください! 
 
2023 年 3 月末日まで、全ての機能を無料でお試し頂けます。その後、有償サービスへの自動更新もありませ
ん。この機会に、簡単かつ正確な出席管理を、是非ご体感下さい‼ (詳細は、次項の問合先まで)  
 

～ 機能紹介 ～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

出席管理/アンケート 
4 種類ある方式(音楽方式、パスコード＋GPS 方
式、レポート課題方式、点呼)の中から、各授業・
各先生にとって最適な方式を選んで出席を取る
事ができます。また授業に出席した学生達から
感想やコメントを集めるができ、 
授業改善のヒントが見つかります。 
 
受講場所登録 ミニテスト 

出席と同時に、各学生の受講場 
所(学校、自宅など)を記録しま
す。対面と遠隔を併用した授業
を行っている学校は、学生達の
受講実態の把握に、是非お使い
下さい。 

クイック集計/投書箱 
先生の問いかけに対して、学
生達が選択肢または文章で
回答することができます。学
生達から意見やアイデアを
集める時にお使い下さい。 
 

学生達のスマートフォンで選
択式のテストを実施できます。
全てオンラインで行われる為、
配布や回収、採点、集計の手間
がかかりません。また学生は、
過去に解いた問題を振り返り、
復習する事もできます。 

 

プッシュ連絡板 
プッシュ通知機能を使って、学生達に連絡
事項を配信します。 
既読確認もできる為、急な連絡や、学生の
呼び出しに大変便利です。 

5 分で早わかり動画 
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製品・サービス名称 キャンパス手帳 (ハイブリッド出席管理 / 着席管理 / 授業支援) 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 大学、専門学校、通信制高校 

(一部の先生や学部、学年に利用範囲を絞って、ご契約頂く事も出来ます。) 

価格 2023 年 03 月 31 日まで、無料のトライアル企画を実施中。(翌年度は個別対応。) 

価格は教員 1 人あたり年間 3 万円。 

但し、1 人あたり年間 5000 円まで、段階的に安くなるボリュームディスカウント有り。 

【詳細】https://www.ricoh.co.jp/service/campustecho/price 

利用条件 最低利用教員数１名、最低利用期間 1 年間  

支払方法 年次請求、支払方法 (振込)  

販売代理店 無、有 (追加募集中)  

■契約 

申込み方法 申込書 利用開始までの期間 申込受理後、約 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9：00～17：00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 年 2 回 (夏休みと春休みの期

間から実施日を決定) 

サービス停止の通知 1 週間前までに、各校の管理者

へメールでご連絡。 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部 マーケティングセンター 

担当者：池永 慎 

電話番号：070-4815-3294 

Mail：shin.ikenaga@jp.ricoh.com 

2016.9.9 Ver.0.4 
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２．研究支援系ソリューション 
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製品・サービス名称 さくらのセキュアモバイルコネクト 

提供企業名 さくらインターネット株式会社 

紹介サイト URL https://www.sakura.ad.jp/services/sim/ 

■製品サービスの特⾧ 

「1 枚の SIM/1 つの APN」で 3 キャリアに接続可能! 

インターネットを経由しない「閉域網」で高セキュア通信を実現し、Web 画面と API で SIM の管理機能を提供します。 

 

 

  

  

  

  
セキュアモバイルコネクトは IaaS サービスである「さくらのクラウド」に閉域網ネットワークで接続されます。 

これにより、インターネットを経由しないセキュアな通信でご利用いただけます。 
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製品・サービス名称 さくらのセキュアモバイルコネクト 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（事例は次の URL 参照 https://case.sakura.ad.jp/） 

大学数（非公開）校 

費用 SIM 本体価格 \2,200/枚、SIM 基本利用料 \13/枚/月、その他モバイルゲートウェイ利用料、通信料が必要 

利用条件 ご利用拘束期間はございません。 

支払方法 当社の他のサービスと同時のご請求、お支払いとなります。 

お支払い時期や請求書払いへの変更につきましては、営業部にてご相談を承ります。 

販売代理店 無、有（         ） 

■契約 

申込み方法 申込み書・その他（アマゾン） 利用開始までの期間 即日 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開        ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開        ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（Active ＆ Standby） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（コントロールパネル提供） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24 時間／365 日 QA 対応時間帯 当社営業日 10：00-18：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じ実施 サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク等 

問合先 企業名：さくらインターネット株式会社 

部署名：営業部 

担当者： 

電話番号：03-5332-7071 

FAX 番号：03-5332-7079 

Mail：edu-ml@sakura.ad.jp 
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製品・サービス名称 さくらのレンタルサーバ、リセール向けサービス 

提供企業名 さくらインターネット株式会社 

紹介サイト URL https://rs.sakura.ad.jp/ 

■製品サービスの特⾧ 

 

 

豊富な Web サーバ機能 CMS の標準機能（WordPress、XOOPS 等） 

マルチドメイン対応 

アクセスログの保有・解析機能を提供 

メールサーバ機能 Web メールを標準提供 

POP before SMTP を利用可能 

POP3 / APOP / IMAP4 対応 

充実したセキュリティ機能 WAF の標準提供 

ウイルスチェック機能の標準提供 

Web 改ざん検知機能の提供（オプション） 

OS やアプリのバージョンアップを弊社が管理 

安定した運用・稼動 99.99%以上の稼動実績 

DISK の二重化 

日次バックアップの取得 

 

 

 

 

数多くの研究室に存在するサーバを本サービスで集約することにより、情報システム部門の管理者様の運用負荷を 

軽減することができます。 

事業者様向けコントロールパネル 多数のエンドユーザアカウントの管理を簡便に管理できる機能をご提供。 

■アカウント管理機能 : アカウント一覧確認、登録、削除 / アカウント一括登

録 

■サーバモニタリング機能 : サーバリソース（ CPU / メモリ）のモニタリン

グ / アクティビティ / アカウント収容数 

■お知らせ : メンテナンス・障害情報通知 / 監視情報 

■管理用ユーザ : ユーザ追加・削除 / 特権変更 

■コントロールパネル管理機能 : コントロールパネル編集 

エンドユーザ向けコントロールパネルのカスタマ

イズ機能 

事業者様ブランドとしてご提供をいただくにあたり、エンドユーザ向けコントロ

ールパネルのカスタマイズ環境をご提供。 

レンタルサーバ機能 さくらのレンタルサーバ(ビジネス)の機能をベースにご提供をいたします。ま

た、アカウントのディスク容量変更もご相談いただけます。 

サポート体制 多数のアカウント管理のため、事業者様にはスムーズなサポート体制をご提供。 

 

 

 

さくらのレンタルサーバ 

さくらのレンタルサーバ リセール向けサービス 



32 

 

製品・サービス名称 さくらのレンタルサーバ リセール向けサービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（ご利用件数 40 万件突破） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                 ） 

費用 サーバ単位でのご契約となります。 

280 アカウント収容サーバの場合、初期費用 15 万円、月額 14 万円となります。 

利用条件 ご利用拘束期間は 3 ヶ月間となります。 

支払方法 標準は当月分を前月 10 日請求、前月末お支払いとなります。 

ただし、お支払い時期や方法につきましては、営業部にてご相談を承ります。 

販売代理店 無、有（         ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 ５営業日 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（99.99％以上） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（SSL           ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（コントロールパネル提供） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24 時間／365 日 QA 対応時間帯 当社営業日 10:00～18:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じ実施  サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク等 

問合先 企業名：さくらインターネット株式会社 

部署名：営業部 

担当者： 

電話番号：03-5332-7071 

FAX 番号：03-5332-7079 

Mail：edu-ml@sakura.ad.jp 
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製品・サービス名称 NetApp ONTAP: Fabirc Pool 機能による階層化ストレージ 

提供企業名 ネットアップ合同会社 

紹介サイト URL FabricPool (netapp.com) 

オブジェクト ストレージ | ネットアップ (netapp.com) 

■製品サービスの特長 

 

 

ストレージ OS「ONTAP」の機能によりデータの自動階層化を行います。アクセス頻度が低いデータを容量単価の低い領域に自

動配置し、コストパフォーマンスを最適化します。 

・高速だが容量単価の高い SSD は必要最低限で性能とコストを両立可能 

・階層化先はオンプレ/クラウドのどちらも指定可能。  

  - AWS/Azure/Google Cloud をはじめとしたクラウドベンダーのオブジェクトストレージも階層化先として指定可能 

・コールドデータは暗号化して保管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高速な処理を実現可能なオールフラッシュストレージ「NetApp AFF シリーズ」の階層化先として、大容量かつ低単価のオブジ

ェクトストレージ「NetApp StorageGRID シリーズ」を指定し、アクセス頻度の高いデータは高速に処理してコールドデータは

効率的に保存するストレージ基盤を実現します。 

格納したての頃はアクセス頻度が高く、一定期間を過ぎるとアクセス頻度が大きく減少するデータを扱う場合に非常に高いコス

トパフォーマンスを実現可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FabricPool による階層化 

高速/大容量を兼ね備えたプライベートクラウド向け階層化ストレージ 
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製品・サービス名称 NetApp ONTAP: Fabirc Pool 機能による階層化ストレージ 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（） 

大学数（非公開）校：利用大学名（） 

費用 ストレージの機種/必要容量/オプションの選択により料金が変動致します。詳細は弊社または、代理店へお問い

合わせください。 

利用条件 ライセンス形態（買取、利用契約）、保守（初年度から・２年目から） 

支払方法 代理店との個別契約(リース会社を利用すれば月額支払いも可能) 

販売代理店 有（代理店名：代理店一覧 https://partner-connect.netapp.com/jp/partner-directory） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 3 か月(目安) 

約款の有無 有・無 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（機器設置先に依存） 管轄裁判所 国内・海外（器設置先に依存） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開   ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 代理店との契約に依存 QA 対応時間帯 代理店との契約に依存 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 無 サービス停止の通知 販売終了から半年前に通知 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISO 14001 等 

問合先 企業名：ネットアップ合同会社 

部署名：戦略アライアンス本部 

担当者・脇 昌弘 

 

電話番号：070-1395-0576 

FAX 番号：03-6870-7401 

Mail：masahiro.waki@netapp.com 
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製品・サービス名称 Cloud Volumes ONTAP 

提供企業名 ネットアップ合同会社 

紹介サイト URL https://www.netapp.com/ja/cloud-services/cloud-volumes-ontap/ 

■製品サービスの特長 

◆汎用性に優れたクラウドベースのデータ管理サービス 

データ保護機能とストレージ効率化機能を備え、最適で強力なソリューションを、AWS、Google CloudPlatform、Microsoft Azure、

ハイブリッドクラウド環境内で提供。 

 

◆Cloud Volumes ONTAP の特⾧ 

お客様のクラウド ストレージで高度なデータ管理機能を利用できます。ONTAP は、SMB、NFS、iSCSI をサポートしているため、

アプリケーション環境に NAS と SAN の両方のストレージをプロビジョニングすることが可能です。またパフォーマンスへの影響

ゼロの NetApp Snapshot™コピーを作成し、バックアップとリカバリ用のデータのポイントインタイム コピーをほぼ瞬時に作成

できます。ストレージ リソースを余分に消費することも、アプリケーションのパフォーマンスに影響が生じることもありません。 

 

 

 

 

 

◆Cloud Volumes ONTAP の導入 

・各クラウド事業者から購入する時間単位の従量課金制、または販売代理店様から期間ライセンスとしてご提供が可能。 

・Cloud Volumes ONTAP の導入は数分で完了。 

・30 日間無償トライアル 各クラウド事業者から直接入手可能。 
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製品・サービス名称 Cloud Volumes ONTAP 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（広島県など） 

大学数（非公開）校：利用大学名（日本の教育機関では複数の国立大学様が利用中） 

費用 トライアル有り。 

従量課金、期間ライセンスをご選択可能。ストレージの必要容量、可用性のオプションの選択により料金が変動

致します。詳細は弊社または、代理店へお問い合わせください。 

利用条件 【クラウド】最低利用期間は 1 時間です。 

【期間ライセンス】代理店を通じた 1 ヶ月単位での販売となります。 

支払方法 【クラウド】各パブリッククラウド事業者の支払い条件に基づく。 【期間ライセンス】代理店との個別契約 

販売代理店 有（代理店名：代理店一覧 https://partner-connect.netapp.com/jp/partner-directory） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（Web からサインアップ） 利用開始までの期間 数時間 

約款の有無 有・無 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 ご利用リージョン内 データ削除規定の有無 有・無・その他（ホワイトペー

パーを開示） 

準拠法 日本国法・海外法規（リージョンをご選択） 管轄裁判所 国内・海外（リージョンをご選択） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：ご利用構成/パブリッククラウド事業者により変動） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開   ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/365D QA 対応時間帯 24H / 5D(月～金) 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 クラウド事業者に依存 サービス停止の通知 クラウド事業者に依存 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISO9001,14001 など 

問合先 企業名：ネットアップ合同会社 

部署名：戦略アライアンス本部 

担当者・脇 昌弘 

電話番号：070-1395-0576 

FAX 番号：03-6870-7401 

Mail：masahiro.waki@netapp.com 
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製品・サービス名称 Google Cloud 

提供企業名 グーグル・クラウド・ジャパン合同会社 

紹介サイト URL https://cloud.google.com  

■製品サービスの特⾧ 

あらゆる人に学びの機会をつくるために、Google も日々努力しています。学校、高等教育機関、教育テクノロジー企業のみなさ

まの変革をサポートする Google のクラウド ソリューション、学習ツール、手ごろな価格のデバイスについてご紹介します。 

 

 

また研究、教育、学習を支援するための各種助成プログラムを提供しています。 
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製品・サービス名称 Google Cloud 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（ 右 URL 参照: https://cloud.google.com/customers?hl=ja#/industries=%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E3%80%81%E6%95%99%E8%82%B2 ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（ 慶應義塾大学、東京理科大学、東洋大学、東京大学, 東北大学、国立極地研

究所 など） 

費用 初期費用 0 円、ご利用いただくサービスにより異なります 

利用条件 最低ユーザ数、最低利用期間の設定はございません 

支払方法 当月末締翌月払、いくつかのお支払い方法を選択いただくことが可能です。詳細はお問い合わせください 

販売代理店 無、有（代理店名： https://cloud.google.com/partners ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（オンラインサインアップ） 利用開始までの期間 即時 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（   ） 

データ保存場所 国内・海外（ 複数拠点 ） データ削除規定の有無 有・無・その他（ ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容： サービスによって異なります。詳細はお問い合わせください） 

実績稼働率 有・無・その他（ 非公開 ） 目標稼働率 有・無・その他（ ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（ ） バックアップ 有・無・その他（ ） 

データ暗号化 有・無・その他（ ） 暗号化通信 有・無・その他（ ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（ ） API 公開 有・無・その他（ ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 ご契約により異なります QA 対応時間帯 ご契約により異なります 

コンタクト方法 ご契約により異なります 対応インシデント数 ご契約により異なります 

計画停止の頻度 なし サービス停止の通知 サービスにより異なります 

ログの開示 サービスにより異なります 第三者認証取得状況 https://cloud.google.com/secu

rity/compliance 

問合先 企業名：グーグル・クラウド・ジャパン合同会社 

部署名：パブリックセクター本部 

担当者：非公開 

以下の URL よりお問い合わせをお願いいたします 

https://cloud.google.com/contact 

 

電話番号：非公開 

FAX 番号：非公開 

Mail：非公開 
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製品・サービス名称 TWX-21 MRO 集中購買サービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://e-sourcing.twx-21.com/mall/index.html?link_id=twx_lid_110225_02 

■製品サービスの特長 

 

 

 

間接材の購買改革を支援するサービスです。 

さまざまな大学/研究機関でのご利用が可能。 以下の２タイプにより間接材購買全体の改革を支援いたします。 

  利用タイプ１：集中購買参加タイプ（購買代行型） 

・簡単な Web 画面操作で、商品検索、注文作成、承認が可能。他システム(SAP など)との連携も可能です。 

・これからご利用いただく大学/研究機関とこれまでご利用いただいている一般企業の購入量を集約し、日立が

単価交渉、商品選定を行います。継続的な原価低減を実現し、支払いは MRO 集中購買サービスに統一しま

す。 

  利用タイプ２：システム環境利用タイプ (プライベートカタログ型)  

・大学/研究機関個別のカタログを掲載し、発注側、受注側の機能を含めた電子取引の環境をご提供します。 

・多くの利用実績のあるシステム環境のみをご提供します。 
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製品・サービス名称 TWX-21 MRO 集中購買サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（700）社：利用企業名（バンドー化学株式会社様、株式会社 IHI 様） 

大学数（非公開）：利用大学名（北海道大学様） 

費用 初期費用：作業内容に応じて設定。ランニング費用：データ件数、ユーザ ID 数などに応じて設定。 

利用条件 お客さまの関連業務により異なるため、個別対応になります。詳細は弊社営業までお問い合わせください。 

支払方法 月次・後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（弊社営業） 利用開始までの期間 2 ヶ月～ 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（99.5%以上） 目標稼働率 有・無・その他（非公表） 

ストレージ 多重化有・無・その他（RAID5） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（GUI 対応など） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 弊社営業日 9：00～17：00 QA 対応時間帯 弊社営業日 9:00～12:00, 

13:00～17:00 

コンタクト方法 電話・メール 対応インシデント数 別途個別見積り 

計画停止の頻度 1 回/月(第２日曜日)定期保守のため終日

停止。メンテナンス・エンハンス・保守

作業の停止は、サービスの稼働保証時間

外(平日 19:00～翌日 9:00、休日)に実施 

サービス停止の通知 計画停止はサービスのホーム

ページに記載、メンテナン

ス・エンハンス・保守作業に

よる停止は事前に通知 

ログの開示 有（コンテンツ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク、QMS、EMS 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail： ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 ワークフローシステム「Gluegent Flow（グルージェントフロー）」 

提供企業名 サイオステクノロジー株式会社 

紹介サイト URL https://www.gluegent.com/ 

■製品サービスの特長 

校務 DX の要 クラウド型ワークフローシステム「Gluegent Flow（グルージェントフロー）」 

 

 

 

クラウド型ワークフローシステム「Gluegent Flow」は、多くの課/部署や校員が関わる、さまざまな申請や手続きの電子化を実現。いつでも、どこで

も、どの端末からでも申請・確認・承認作業ができ、自分が出した申請がどこまで進んでいるか、優先的に確認すべき手続きはどれなのかなど、「進

捗を見える化」できるため、滞留時間を削減し、業務効率向上を期待できます。 

以下にて、おもな利用シーンをご紹介します。 

【利用シーン① 各種証明書発行】 

在学証明書、卒業証明書など、学生の申請に応じクイック発行したいのに校内手続きに

時間がかかる・・・といった課題はありませんか?Gluegent Flow は、証明書に関わる校

内の申請・確認・承認業務の電子化を実現。WEB 上で進捗を確認でき、いつでもどこで

も、確認・承認業務を行えます。 

✓ 進捗が見え、迅速化 

✓ いつでもどこでも確認・承認可能 

【利用シーン② 施設管理】 

防災・衛生面どちらにおいても施設管理は大事な校務。修繕対応に伴う、修繕実施と

費用計上の事前伺いと業者への発注書など、Gluegent Flow なら同じ内容の書類を

何枚も書く必要はありません。承認を受け自動転記や自動で書類を作成でき、二度手

間を削減できます。 

✓ 二度手間を省く、自動転記・自動管理簿（帳票）作成を実現 

✓ ペーパーレス化に貢献 

【利用シーン③ イベント企画・実施】 

学校説明会、オープンキャンパスの企画・実施において、教務課、学生課など多くの部署が

関わります。Gluegent Flow では他課と連携が必要な業務においても、推進力と円滑力

を発揮します。メールやビジネスチャットなど各種ツールによる通知や催促ができ、確認や合

議などの業務を滞らせません。 

 ✓ 多くの人や課が関わる業務を円滑化 

 ✓ メールやチャットによる通知・催促で、業務を推進 

 

 

煩わしい校務を Gluegent Flow を用い、業務整理しスマート化させましょう。サービス導入のご検討から、サービス利用

開始時の初期設定ご支援、利活用や運用サポート支援まで、専門スタッフがお客さまに伴走し寄り添ってサポートいたし

ます。 

「この校務、Gluegent Flow 使ったら上手くいく?」など、まずはお気軽にご相談ください。 

Gluegent サービスサイト https://www.gluegent.com/  
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製品・サービス名称 ワークフローシステム「Gluegent Flow（グルージェントフロー）」 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（200）社以上：利用企業名（（株）サンゲツ、クリナップ（株）、象印マホービン（株）など多数） 

大学数（ 数 ）校：利用大学名（学校法人 大阪成蹊学園 他                 ） 

費用 初期費 0 円、月額費 300 円/ID（税別） 

利用条件 最低ユーザ数：1ID（以降は 1ID ずつ追加可能） / 最低利用期間：1 年（年間契約）  

支払方法 月次／年次請求、前払／後払、支払方法（振込／クレジットカード／その他）、支払通貨：円 

販売代理店 有（正規代理店名：https://www.gluegent.com/partner/ のセールスパートナーをご確認ください。    ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 5 営業日 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（    ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（    ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                       ） 

実績稼働率 有・無・その他（           ） 目標稼働率 有・無・その他（           ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（        ） バックアップ 有・無・その他（高度な冗長化により担保） 

データ暗号化 有・無・その他（           ） 暗号化通信 有・無・その他（           ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） 

その他：IDaaS に依存 

LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

その他：IDaaS に依存 

管理ツール 有・無・その他（           ） API 公開 有・無・その他（2023 年度公開予定） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 営業日の 9:00 – 17:30 QA 対応時間帯 営業日の 9:00 – 17:30 

コンタクト方法 電話・メール・その他（メー

ル不通時の電話） 

対応インシデント数 無制限 

計画停止の頻度 無 サービス停止の通知 1 ヶ月前に通知 

ログの開示 有・無 第三者認証取得状況 

 

ISO/IEC 27001 

JIS Q 15001 

ISO/IEC 27017 

JIP-ISMS517-1.0 

問合先 企業名：サイオステクノロジー株式会社 

部署名：Gluegent (グルージェント)サービスライン 

担当者：下村、尾留川（びるかわ） 

電話番号：03-6401-5111 

FAX 番号：03-6401-5212 

Mail：gl_sales@sios.com 
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製品・サービス名称 RoomSense クラウドサービス 

提供企業名 株式会社内田洋行 

紹介サイト URL https://office.uchida.co.jp/ict/roomsense/ 

■製品サービスの特長 

 

■仕組み 

 

 

 

グループワークや個人学習を行う席の空き状況やトイレの空き状況、食堂や

休憩スペースの混雑状況等を可視化して利便性を向上するシステムです。 

 空いている席を探す、無駄な時間が削減できます。 

 人が密集していない場所を見つけられます。 

 利用履歴を活用し、効率的な施設運用ができます。 
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製品・サービス名称 RoomSense クラウドサービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 導入時の初期設定費用、毎月の利用料（定額）が発生します。 

 

利用条件 【クラウドの場合】最低ユーザ数、最低利用期間の設定はございません。 

支払方法 ※月次／年次請求、前払 

販売代理店 有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 注文後 1.5 か月程度 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開         ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開         ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00-17:00 QA 対応時間帯 平日 9：00-17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じて実施 サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ※ISMS、P マーク等 

問合先 企業名：株式会社内田洋行 

部署名：ICT プロダクト企画部 

担当者・太田 裕士 

 

電話番号：03-5634-6209 

FAX 番号：03-5634-6831 

Mail：ootahiroshi@uchida.co.jp 
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製品・サービス名称 

 

RICOH カンタンドキュメント活用 for kintone 

RICOH カンタンドキュメント活用 for kintone(ファクス受信モデル) 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/service/kantan-document-katsuyo-for-kintone 

■製品サービスの特長 

紙のスキャンデータやファクス受信文書を kintone にスムーズに登録 
データ・プロセス管理効率化とコミュニケーション向上を実現します。 

サイボウズ社が提供する業務改善プラットフォーム「kintone」へリコーの複合機でスキャンした
データをパソコンレスでレコード登録。また、ファクス受信した文書を自動で kintone に登録する
ことが可能です。kintone の活用範囲を大幅に広げ、生産性を革新します。 

 

 

  

製品ホームページにてファクス受信業務を効率化できる
「kintone アプリテンプレート」を無償しています。本アプ
リテンプレートと『RICOH カンタンドキュメント活用 for 
kintone(ファクス受信モデル)』を組み合わせることで、フ
ァクス受信時に 
 ・送信元による振り分け 
 ・担当者への通知 
 ・受信文書（PDF）プレビュー   が実現可能です。 
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製品・サービス名称 RICOH カンタンドキュメント活用 for kintone 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数：非公開 利用企業名（非公開                             ） 

大学数：非公開 利用大学名（非公開                             ） 

費用 トライアル有（無償 1 ヶ月）(ファクスはトライアルなし) 
初期費用：5,000 円/契約 ファクスの場合はファクス転送アプリ 2,000 円＋エンジニアによる設置費用 
スキャン：ランニング費用：年額 18,000 円/台 または 月額 1,500 円/台 
ファクス：ランニング費用：年額 24,000 円/台 または 月額 2,000 円/台  

利用条件 【クラウドの場合】最低利用台数１台、最低利用期間 1 年 

サイボウズ社が提供する kintone スタンダードコース の契約が必要 

支払方法 年次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                       ） 

■契約 

申込み方法 申込書・その他（Web） 利用開始までの期間 約 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（米国    ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00～17:00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 必要時の 2,5,8,11 月第 1 日曜 サービス停止の通知  

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部オフィスプリンティング事業センター 

ドキュメントソリューション企画室 

担当者：柏原 ひろむ 

 

電話番号：090-6017-0509 

Mail： 

hiromu_kashihara@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 

 

RICOH カンタン名刺電子化アプリ for 連絡とれるくん 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/mfp-ex/input/kantan_meishi/ 

■製品サービスの特長 

社内のアドレス帳管理とスマートフォンによる名刺管理をさらに便利に。 
PHONE APPLI 社の提供する「PHONE APPLI PEOPLE(旧:連絡とれるくん)」は社内に散見する
電話帳の一元管理を提供します。 
RICOH カンタン名刺電子化アプリ for 連絡とれるくんは 社外の連絡先を「PHONE APPLI 
PEOPLE(旧:連絡とれるくん)」に登録する窓口となる「名刺」を複合機でカンタンに取り込むこ
とができます。 
 

 

  

名刺管理に関するお困りごとを「RICOH カンタン名刺電子化アプリ for 連絡とれるくん」が解決します。 
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製品・サービス名称 RICOH カンタン名刺電子化アプリ for 連絡とれるくん 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数：非公開 利用企業名（非公開                             ） 

大学数：非公開 利用大学名（非公開                             ） 

費用 トライアル有（無償 1 ヶ月） 

初期費用：5,000 円/契約 

ランニング費用：年額 12,000 円/台 または 月額 1,000 円/台 

利用条件 【クラウドの場合】最低利用台数１台、最低利用期間 1 年 

別途連携先 PHONE APPLI 社の「連絡とれるくん(PHONE APPLI PEOPLE)」の契約が必要 

支払方法 年次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                       ） 

■契約 

申込み方法 申込書・その他（Web） 利用開始までの期間 約 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（米国    ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00～17:00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 必要時の 2,5,8,11 月第 1 日曜 サービス停止の通知  

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部オフィスプリンティング事業センター 

ドキュメントソリューション企画室 

担当者：岩本 一也 

 

電話番号：080-2862-7339 

Mail： 

kazuya_iwamoto@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 RICOH Drive 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/service/ricoh-drive 

■製品サービスの特長 

RICOH Drive は社内・社外のファイル共有を安全・簡単におこなうことで、 

企業のデジタル化を支援します。 
 
１．社内・社外のファイル共有が安全・簡単におこなえます。PPAP*対策にも有効です。 

*PPAP:パスワード付き ZIP ファイルをメール送信し、後からパスワードをメール送信する手法。 

 
  

 

２．多彩なセキュリティー機能でお客様の大切なドキュメントを守ります。 
・アクセス制限・IP アドレス制限 

・2 段階認証 

・ワンタイムパスワード送信 

・パスワードポリシー設定 

・ログ機能 

・暗号化 

・国内データセンター 

・運用体制・脆弱性対応 

 

 

３．直感的に使えるユーザー機能、充実した管理者機能、導入後すぐに誰でも使いこなせます。 
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製品・サービス名称 RICOH Drive 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数：非公開 利用企業名（非公開                             ） 

大学数：非公開 利用大学名（非公開                             ） 

費用 トライアル有（無償 1 ヶ月）    

初期費用：5,000 円/契約      ランニング費用：月額 3,150 円(税抜)～ 

利用条件 最低利用月数 1 ヶ月 

支払方法 月次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                       ） 

■契約 

申込み方法 申込書・その他（Web） 利用開始までの期間 約 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（米国    ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00～17:00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 必要時 サービス停止の通知 有 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ・ISO27001 ISMS 適合評価制度 

・ISO27017 ISMS クラウドセキ

ュリティー認証 

・プライバシーマーク 

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部オフィスプリンティング事業センター 

ドキュメントソリューション企画室 

担当者：室 幸治 

電話番号：080-2087-2057 

Mail： 

kohji.muro@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 

 

RICOH カンタンストレージ活用 for Box / Dropbox / OneDrive for Business / 

(Google Drive) / DocuWare 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/mfp-ex/input/kantan_storage/ 

■製品サービスの特長 

クラウドストレージの活用でニューノーマル対応の促進 

キャビネットや個人のパソコンに保存された文書をクラウドサービス上で一元管理。 

「RICOH カンタンストレージ活用シリーズ」はリコー製複合機やプリンターとさまざまなクラウドサービスをつなげ

て利用できます。 

パソコンを使わずに複合機やプリンターのパネル操作でカンタンに紙文書を電子化してクラウドサービスに保存した

り、クラウドサービス上の文書を印刷できます。さらに外出先でも文書を閲覧・ダウンロードできるようになるの

で、お客様のニューノーマル対応を強力に推進します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙文書の仕分け作業を 

もっとカンタンに! 
例えば、直接持ち込まれた紙の注文書。これまでは、担当者ごと

得意先ごとに仕分けするだけでも大変でした。「RICOH カンタ

ンストレージ活用シリーズ」で複合機とクラウドストレージを

連携させれば、スキャンすると直接クラウドに保存できるので、

スピーディーな仕分けが可能です。 

クラウドストレージとの連携機能を活用する際には、複合機に

4 桁以上の数字を入力するか、IC カードをかざしてログインし

ます。クラウド内の文書を印刷したり、クラウドに文書を保存

する際に、セキュアな運用ができます。 

これまでは、注文書などの紙文書を確認するには社内に戻

る必要がありました。これからは、紙文書を電子化してモ

バイル閲覧が可能なクラウドに保存することで、情報共有

を強力にサポートします。また、クラウドの OCR 機能を活

用し、データの利活用を促進します。 

セキュリティの高い管理で 

安心運用 

電子化した紙文書をモバイルで 

閲覧可能 

紙文書に関するさまざまなお困りごとを「RICOH カンタンストレージ活用シリーズ」が解決します。 
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製品・サービス名称 RICOH カンタンストレージ活用シリーズ 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数：非公開 利用企業名（非公開                             ） 

大学数：非公開 利用大学名（非公開                             ） 

費用 トライアル有（無償 1 ヶ月） 

初期費用：5,000 円/契約 

ランニング費用：月額 1,500 円/台 または 年額 18,000 円/台 

利用条件 【クラウドの場合】最低ユーザ数１名、最低利用期間 1 ヶ月 

別途接続先のクラウドストレージの契約が必要です。 

支払方法 月次／年次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                       ） 

■契約 

申込み方法 申込書・その他（Web） 利用開始までの期間 約 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（米国 他） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00～17:00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 必要時の 2,5,8,11 月第 1 日曜 サービス停止の通知  

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部オフィスプリンティング事業センター 

ドキュメントソリューション企画室 

担当者：山本 徹 

電話番号：080-4411-6034 

Mail： 

tohru.ty.yamamoto@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 

 

RICOH カンタンバーコード活用 for Cloud 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/mfp-ex/input/kantan-barcode/ 

■製品サービスの特長 

紙ドキュメントの電子化の負担を大幅に軽減! 

バーコードや QR コードコードの情報をファイル名やフォルダ振り分けに活用が可能! 
 複合機でスキャンした文書をクラウドストレージにアップロード。文書のバーコードを読み取り、ファイル
名の設定やフォルダの振り分けを自動で行います。また、外出先からもアクセスできるため、いつでも必要
な情報を確認することが可能です。 

 
 

 
※オンプレストレージへの保存を対象とした『RICOH カンタンバーコード活用』もご提供しています。 
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製品・サービス名称 RICOH バーコード活用 for Cloud 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数：非公開 利用企業名（非公開                             ） 

大学数：非公開 利用大学名（非公開                             ） 

費用 トライアル有（無償 1 ヶ月） 

初期費用：5,000 円/契約 

ランニング費用：年額 18,000 円/台 もしくは 月額 1,000 円/台 

利用条件 【クラウドの場合】最低利用台数１台 

別途クラウドストレージとして OneDrive for Business または SharePoint Online が必要  

支払方法 年次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                       ） 

■契約 

申込み方法 申込書・その他（Web） 利用開始までの期間 約 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（米国    ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00～17:00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 必要時の 2,5,8,11 月第 1 日曜 サービス停止の通知  

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部オフィスプリンティング事業センター 

ドキュメントソリューション企画室 

担当者：柏原 ひろむ 

 

電話番号：090-6017-0509 

Mail： 

hiromu_kashihara@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 

 

RICOH マーキングスキャン for データ集計 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/service/marking-scan-for-data-shuukei 

■製品サービスの特長 

複合機でスキャンするだけで、指定領域の 
OCR 結果を CSV 一覧化しカンタンに集計できます!  

                                

 

 

【主な特⾧】 
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製品・サービス名称 RICOH マーキングスキャン for データ集計 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数：非公開 利用企業名（非公開                             ） 

大学数：非公開 利用大学名（非公開                             ） 

費用 トライアル無 

初期費用：5,000 円/契約 

ランニング費用：月額 10,000 円/台 または 年額 120,000 円/台 

利用条件 【クラウドの場合】最低利用台数１名、最低利用期間 1 ヶ月 

別途接続先のクラウドストレージの契約が必要です。 

支払方法 月次／年次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                       ） 

■契約 

申込み方法 申込書 利用開始までの期間 約 2 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（米国 他） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00～17:00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 必要時の 2,5,8,11 月第 1 日曜 サービス停止の通知  

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部 

オフィスプリンティング事業センター 

ドキュメントソリューション企画室 

担当者：岩本 一也 

電話番号：080-2862-7339 

Mail： 

kazuya_iwamoto@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 

 

RICOH マーキングスキャン for 文書保管 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/service/marking-scan-for-bunsho-hokan 

■製品サービスの特長 

複合機でスキャンするだけで、指定領域の 
OCR 結果をファイル名にします! 

 
                                       ※管理者によるカンタンな事前設定が必要です。 

【主な特⾧】 

 

＊4 カ所まで可能 
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製品・サービス名称 RICOH マーキングスキャン for 文書保管 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数：非公開 利用企業名（非公開                             ） 

大学数：非公開 利用大学名（非公開                             ） 

費用 トライアル有（無償 1 ヶ月） 

初期費用：5,000 円/契約 

ランニング費用：月額 1,500 円/台 または 年額 18,000 円/台 

利用条件 【クラウドの場合】最低利用台数１名、最低利用期間 1 ヶ月 

別途接続先のクラウドストレージの契約が必要です。 

支払方法 月次／年次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                       ） 

■契約 

申込み方法 申込書・その他（Web） 利用開始までの期間 約 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（米国 他） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日：9:00～17:00 QA 対応時間帯 平日：9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限無し 

計画停止の頻度 必要時の 2,5,8,11 月第 1 日曜 サービス停止の通知  

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ICT 事業本部 

    オフィスプリンティング事業センター 

    ドキュメントソリューション企画室 

担当者：岩本 一也 

電話番号：080-2862-7339 

Mail： 

kazuya_iwamoto@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 図書館情報管理システム LIMEDIO クラウドサービス 

提供企業名 株式会社リコー  

紹介サイト URL https://www.ricoh.co.jp/limedio/ 

■製品サービスの特長 

 

 

 

大学図書館を中心に多くのお客様にご愛顧頂いております「図書館情報管理システム LIMEDIO」は、

近年、クラウドサービスとしてのご採用が大変多くなっています。 

大学図書館の運用を知り尽くした LIMEDIO の特徴をそのままに、「サーバ管理業務からの解放」等、

クラウドサービスのメリットを享受頂けます。 
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製品・サービス名称 図書館情報管理システム LIMEDIO クラウドサービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック・プライベート 

・その他（専用テナント) 

 

・SaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 全国大学を中心として 230 館で稼働中（うちクラウドユーザー138 館） 

費用 お問合せ下さい。 

利用条件 初期費、運用費にて構成 

支払方法 お問合せ下さい。 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 契約書・その他（           ） 利用開始までの期間 お打合せにより決定（5 ヶ月以上） 

約款の有無 有・無（ 契約書によります       ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

適用法規 日本国法・海外法規（契約書によります） 所轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：運用データセンターとしては、TierⅢ相当レベルにて運用） 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） 

学認対応 対応・未対応・対応予定（詳細確認の上） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定（詳細確認の上） 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 当社営業日 9:00-18:00 QA 対応時間帯 当社営業日 9：00-18：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 契約期間内無制限 

計画停止の頻度 有 サービス停止の通知 10 営業日前までに通知 

ログの開示 有・無（        ） 第三者認証取得状況 ISMS 

問合先 企業名：株式会社リコー 

部署名：MA 事業部 文教ソリューション営業部 

電話番号：050-3817-1084 

Mail：limepromo@src.ricoh.co.jp 
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製品・サービス名称 RICOH CHATBOT SERVICE 

提供企業名 株式会社リコー 

紹介サイト URL https://promo.digital.ricoh.com/chatbot/ 

■製品サービスの特長 

 
専門知識不要で、Excel○R だけで手軽にスタートし、だれでも簡単に AI を育てられるチャットボットで

す。大学用のテンプレートを準備しているため、初めての方でも導入の手間をかけずに利用開始 する

ことができます。運用開始後は、グラフィカルで見やすい管理画面で、問合せ傾向や対話内容を確認出

来ます。LINE 連携にも対応いたしました。 

 

 

 

※ 記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。記載されている内容は 2022 年 11 月現在のものであり、予告なく更新されることがあります。 

Excel は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。LINE は、LINE 株式会社の商標または登録商標です。 

 

“RICOH CHATBOT SERVICE”なら 3STEP でかんたん導入 
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製品・サービス名称 RICOH Chatbot Service 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（ 390 ）社：利用企業名（株式会社快活フロンティア、西武鉄道株式会社、リコーリース） 

大学数（ 30 ）校：利用大学名（ 国立大学法人埼玉大学、国立大学法人福岡教育大学 ） 

費用 トライアル有（無償 1 ヶ月） 

初期費用：5,000 円/契約 

ランニング費用：月額 18,000 円～ 

利用条件 最低利用期間 2 か月 

 

支払方法 月次／年次請求、支払方法（振込／その他）※契約販売店による 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 5 営業日以内 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（非公開   ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：ただし、内部的に SLO を定め、その遵守に向けた品質管理を実施しております。） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開        ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開         ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（API 連携機能あり ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯  平日 9 時～17 時 QA 対応時間帯 平日 9 時～12 時 13 時～17 時 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 取り決めなし 

計画停止の頻度 定め無し。3 週間前に通知 サービス停止の通知 3 週間前、1 週間前通知 

ログの開示 有・無（有事の際に検討） 第三者認証取得状況 なし 

問合先 企業名：リコージャパン株式会社 

部署名：ＩＣＴ事業本部 ＲＤＰＳ企画センター  

トレードエコシステム企画室 データビジネス企画グループ 

担当者：三井 清弘 

電話番号：080-2996-5031 

Mail：kiyohiro_mii@jp.ricoh.com 
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製品・サービス名称 codemari クラウドサービス 

提供企業名 株式会社内田洋行 

紹介サイト URL https://www.uchida.co.jp/codemari/ 

■製品サービスの特長 

 
■codemari の特⾧ 

 

 

 
 

複数教室の機材の準備や切替、収録の開始・停止を 1 つのボタンで 

 

▼主な操作 

▼codemari の特⾧ 

▼ハイフレックス授業の実施もより簡単に！ ▼稼働状況の確認や操作履歴を分析 
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製品・サービス名称 codemari クラウドサービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 導入時の初期設定費用、毎月の利用料（定額）が発生します。 

 

利用条件 【クラウドの場合】最低ユーザ数、最低利用期間の設定はございません。 

支払方法 月次／年次請求、前払 

販売代理店 有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 注文後 1.5 か月程度 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開          ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開         ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日 9：00-17：00 QA 対応時間帯 平日 9：00-17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じ実施 サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク 

問合先 企業名：株式会社内田洋行 

部署名：ICT プロダクト企画部 

担当者・太田 裕士 

 

電話番号：03-5634-6209 

FAX 番号：03-5634-6831 

Mail：ootahiroshi@uchida.co.jp 
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４．情報インフラ系ソリューション 
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製品・サービス名称 NetApp Cloud Insights 

提供企業名 ネットアップ合同会社 

紹介サイト URL https://cloud.netapp.com/cloud-insights 

■製品サービスの特長 

◆「Cloud Insights」でクラウド利用状況が一目瞭然 

Cloud Insights は今日のクラウドベースのインフラと導入テクノロジに特化して設計されており、 

環境内のリソース間の接続に関する高度な分析情報を提供します。 

・複数のパブリッククラウド事業者のサービスの利用状況を同じ画面で確認可能 

・オンプレミスシステムの使用状況も同一画面で確認可能 

・AWS や Google CloudPlatform、Microsoft Azure といったパブリッククラウドに加え、 

VMware などで構築されたオンプレミスの仮想化環境の状況が一目でわかり 

それぞれの領域で生じている無駄なコストを総合的な判断を行った上で削減できるようになります。 

 

◆NetApp Cloud Insights の特⾧ 

Cloud Insights の特徴は使いやすさです。クラウド内でホスティングされるので、容易に起動し、 

高速で実行できます。クラウドとオンプレミスのマルチベンダー リソースを含む、すべてのインフラのトポロジ、 

可用性、パフォーマンス、利用率に関するデータがリアルタイムで可視化されます。 

もちろん、NetApp Cloud Volumes、NetApp AFF もサポートされます。 

 

   
 

監視対象 

 ・サーバ、ストレージ (他社製含む)、FC スイッチ、ハイパーバイザー 

 ・クラウドインフラ 

  AWS/Azure/GCP のインスタンスとストレージ 

・ミドルウェア 

  (MySQL, PostgreSQL, HAProxy, MongoDB, Kubernetes, etc…) 

 

◆NetApp Cloud Insights の導入 

・各クラウド事業者から購入する時間単位の従量課金制、または販売代理店様から期間ライセンスとしてご提供が可能。 

・cloud.netapp.com にログイン後、ブラウザで Cloud Insights を設定・操作が可能。 

・30 日間無償トライアル 各クラウド事業者から直接入手可能。 
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製品・サービス名称 NetApp Cloud Insights 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（       ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（       ） 

費用 トライアル有り。 

従量課金、期間ライセンスをご選択可能、監視対象、イベント分析機能のオプションの選択により料金が変動致

します。詳細は弊社または、代理店へお問い合わせください。 

利用条件 【クラウド】最低利用期間は 1 ヶ月です。 

【期間ライセンス】代理店を通じた 1 ヶ月単位での販売となります。 

支払方法 【クラウド】各パブリッククラウド事業者の支払い条件に基づく。 【期間ライセンス】代理店との個別契約 

販売代理店 有（代理店名：代理店一覧 https://partner-connect.netapp.com/jp/partner-directory） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（Web からサインアップ） 利用開始までの期間 数時間 

約款の有無 有・無 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 ご利用リージョン内 データ削除規定の有無 有・無・その他（ホワイトペー

パーを開示） 

準拠法 日本国法・海外法規（リージョンをご選択） 管轄裁判所 国内・海外（リージョンをご選択） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：ご利用構成/パブリッククラウド事業者により変動） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開   ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/365D QA 対応時間帯 24H / 5D(月～金) 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 クラウド事業者に依存 サービス停止の通知 クラウド事業者に依存 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISO9001,14001 など 

問合先 企業名：ネットアップ合同会社 

部署名：戦略アライアンス本部 

担当者・脇 昌弘 

 

電話番号：070-1395-0576 

FAX 番号：03-6870-7401 

Mail：masahiro.waki@netapp.com 
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製品・サービス名称 FlexPod XCS (Cisco Intersight) 

提供企業名 ネットアップ合同会社 

紹介サイト URL https://www.netapp.com/ja/data-storage/flexpod/ 

■製品サービスの特長 

◆クラウド上のデータやアプリケーションの管理において、運用の簡素化、柔軟性、自動化を新たなレベルで実現 

ハイブリッド＆マルチクラウドでのデータ運用を省力化するコンバージドインフラである FlexPod XCS をご紹介します。

FlexPod XCS は各種クラウドと連携し、インテリジェントなエクスペリエンスを提供し、ターンキーの自動化、ワークロードの

最適化、ライフサイクル管理、柔軟な消費を実現する、業界最先端のプラットフォームを基盤としています。 

 

非常に優れた柔軟性 

全ワークロードを適応性のある単一のインフラプラットフォーム上で実行することで、ハイブリッドクラウド全体のコンピュー

ティングとストレージの使用を継続的に最適化することができます。柔軟な利用により TCO を削減し、運用を簡易化します。

FlexPod を使用すれば、オンプレミスでもクラウドでも、アプリケーションとデータを常に適切な場所に適切なタイミングで配

置できます。 

 

インテリジェントな自動化 

エンドツーエンドの自動化機能を搭載した FlexPod XCS では、導入にかかる時間を数日から数時間に短縮し、日々の運用を簡

易化できます。一元的な可視化機能により、まったく新しいやり方で詳細な情報を取得てきます。また、かつてないほど簡単な

方法で、あらゆるアプリケーションを実行するインフラのライフサイクル管理を効率化できるようになりました。 

 

世界中の信頼を獲得 

革新的な最新技術が搭載された 200 以上のリファレンス アーキテクチャのポートフォリオなど、インフラ全体を単一ベンダー

がサポートすることで、お客様の迅速な導入と運用を支援します。コントロール プレーンとデータ プレーンにまたがるエンド

ツーエンドのセキュリティが内蔵されているため、常時稼働するアプリケーションを安心して拡張、維持できます。 

 

◆Cisco Intersight の特⾧ 

FlexPod XCS は、管理のために SaaS またはアプライアンスとして提供される Cisco Intersight を利用し、マルチクラウド環境

でも通貫したオブザーバビリティとオートメーションを提供します。 
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製品・サービス名称 FlexPod XCS (Cisco Intersight) 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（       ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（       ） 

費用 （Cisco Intersight について）トライアル有り。 

対象数、機能オプションの選択により料金が変動致します。 

詳細は弊社または、代理店へお問い合わせください。 

利用条件 （Cisco Intersight について）最低利用期間は 1 年です。 

支払方法 弊社または、代理店へお問い合わせください。 

販売代理店 有（代理店名：代理店一覧 https://www.cisco.com/c/ja_jp/partners.html） 

■契約 

申込み方法 注文書 利用開始までの期間 数日 

約款の有無 有・無 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 非公開 データ削除規定の有無 有・無・その他（ホワイトペー

パーを開示） 

準拠法 日本国法・海外法規（リージョンをご選択） 管轄裁判所 国内・海外（リージョンをご選択） 

■信頼性 

SLA 有・無（       ） 

実績稼働率 有・無・その他（     ） 目標稼働率 有・無・その他（      ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（非公開   ） バックアップ 有・無・その他（非公開   ） 

データ暗号化 有・無・その他（     ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/ 365D QA 対応時間帯 9:00～17:00 / 5D(月～金) 

コンタクト方法 電話・メール・その他（Web） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 未定 サービス停止の通知 有 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISO/IEC27001,ISO/IEC27017 

問合先 企業名：ネットアップ合同会社 

部署名：FlexPod Sales Desk 

担当者・吉川、齋藤、脇 

 

電話番号：080-4122-4930 

FAX 番号：06-6453-9731 

Mail：mailto: ng-japan-flexpod@netapp.com 
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製品・サービス名称 NetApp Keystone for Storage as a Service (STaaS) 

提供企業名 ネットアップ合同会社 

紹介サイト URL https://www.netapp.com/ja/services/keystone/ 

■製品サービスの特⾧ 

◆オンプレミスでの柔軟性を備えたサブスクリプションサービス 

NetApp Keystone はパブリッククラウドで提供されているデータストレージサービスをプライベート環境で「サービス」として提供する 

ネットアップのストレージサービスです 

◆NetApp Keystone for STaaS の特⾧ 

お客様はご利用用途にあったサービスレベルをご選択いただくだけで、要件を満たす機材を NetApp が提供します。サポートメンテナン

スはもちろん煩わしい OS や FW の更新計画も NetApp が提案、実行します。クラウドのような支払い形態でありながらデータをオンプ

レミスで保管することで、コンプライアンス、パフォーマンス、セキュリティの適切な管理が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜選択プラン＞ファイル、ブロック、オブジェクトから選べるストレージ サービス レベル 

NetApp Keystone 

導入ステップ 
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製品・サービス名称 NetApp Keystone for Storage as a Service (STaaS) 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（ 非公開 ）社:利用企業名（                                ） 

大学数（ 非公開 ）校:利用大学名（                                ） 

費用 トライアル:無 /課金体系:サービスレベルと契約容量に応じた固定金額＋超過容量分(契約容量の 20％)の

従量課金 /容量、契約年数に応じた割引価格設定 

利用条件 【クラウドサービス】最低利用期間 12 か月 / 最低利用量 ４TiB 

【オンプレサービス】最低利用期間 12 か月 / 最低利用量 25TiB (Extreme, Premium, Performance) 

支払方法 オンプレサービスのみの場合:月次／年次(前払)請求 支払方法:契約販売店による 

オンプレ＋クラウドサービスの場合:月次請求 支払方法:契約販売店による 

販売代理店 有（代理店名:代理店一覧 https://partner-connect.netapp.com/jp/partner-directory） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 ２か月程度 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容:                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/365D QA 対応時間帯 24H/365D 

コンタクト方法 電話・メール・WEB フォーム 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 オンプレなし 

クラウド事業者による 

サービス停止の通知 オンプレなし 

クラウド事業者による 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISO9001,14001 など  

問合先 企業名:ネットアップ合同会社 

部署名:戦略アライアンス本部 

担当者・有地園子 

 

電話番号:070-3194-1390 

FAX 番号: 

Mail:sonoko@netapp.com 

 



75 

 

製品・サービス名称 Spot by NetApp 

提供企業名 ネットアップ合同会社 

紹介サイト URL https://spot.io/ (英語版のみ) 

■製品サービスの特⾧ 

■クラウド支出削減・最適化サービス「Spot by NetApp 」 

クラウドが提供する様々なコンピューティングリソースの購入モデルを活用して、優れたクラウド支出削減・最適化を実現。 

安価に利用できる、リザーブドインスタンスとスポットインスタンスを組み合わせコスト最適化。 

 

Spot by NetApp によるクラウド支出削減・最適化(イメージ) 

 
■「Spot by NetApp 」の特徴 

コスト実績と最適化余地を可視化し、AI により割引オプションを効果的・自動的に適用。 

・支出最適化余地の確認 

・中⾧期でのクラウド支出予測 

・支出傾向の異常通知 

・クラウド支出の最適化に向けた推奨アクションの表示 

■ご提供価格 

削減効果の 28%相当を利用料としてご請求。つまり追加の予算取りは不要で、効果がない場合には利用料ゼロ。 

 

■対象クラウド製品 

・AWS、Microsoft Azure、Google Cloud ※対象のサービスは製品によって異なります。 
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製品・サービス名称 Spot by NetApp 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（1500）社：利用企業名（snowflake 様、ticketmaster 様、NetApp 等） 

大学数（  ）校：利用大学名（                                ） 

費用 トライアル有り。(20VM まで無料) 

従量課金の PAYG モデル、支払額固定/年間契約値引きのある Subscription モデルからご選択可能。 

支払い削減額に基づく成果報酬型の料金モデルです。 

詳細は弊社または、代理店へお問い合わせください。 

利用条件 【クラウドの場合】なし、無料版は合計 1 アカウント、合計 20 インスタンスまで。 

支払方法 【期間ライセンス】弊社、代理店との個別契約 

販売代理店 無、有（代理店名：伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 など ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（Web からのお申込み） 利用開始までの期間 数時間 

約款の有無 有・無 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 ご利用リージョン内 データ削除規定の有無 有・無・その他（ホワイトペー

パーを開示 ） 

準拠法 日本国法・海外法規（リージョンをご選択） 管轄裁判所 国内・海外（リージョンをご選択） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/365D QA 対応時間帯 24H / 5D(月～金) 

コンタクト方法 メール・チャット(英語のみ) 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 クラウド事業者に依存 サービス停止の通知 クラウド事業者に依存 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ※ISMS、P マーク等 

問合先 企業名：ネットアップ合同会社 

部署名：戦略アライアンス本部 

担当者・脇 昌弘 

 

電話番号：070-1395-0576 

FAX 番号：03-6870-7401 

Mail：masahiro.waki@netapp.com 
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製品・サービス名称 WisePoint8 

提供企業名 ジェイズ・コミュニケーション株式会社 

紹介サイト URL https://wisepoint.jp/ 

■製品サービスの特⾧ 

★Shibboleth-IdP V4 対応  ★FIDO 認証に対応 

 

□多彩な認証方式 

 

□ LDAP/AD 連携 

□ アクセスコントロール 

  

ジェイズ・コミュニケーションは 
FIDO アライアンスに加盟しています 



78 

 

製品・サービス名称 多要素認証・シングルサインオン製品「WisePoint8」（旧名称 WisePointShibboleth） 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（約 360）社：利用企業名（全日空、国立がん研究センター、JBCC ホールディングス、三井化学アグロ） 

大学数（約 45）校：利用大学名（九州大学、東北大学、豊橋技科大、愛知教育大学、東京都市大学） 

費用 ・評価版ライセンスを無償にて提供 

・ライセンス費用：ユーザ数に応じたボリュームディスカウント（初回買取） 

・初年度より毎年保守サポート費用（製品価格の 20%）・設計、構築費用 

利用条件 ライセンス形態：買取（100 ライセンス～）、保守：初年度から 

*さくらのクラウドで提供可能 

支払方法 導入前ご購入、支払方法：現金振込 

販売代理店 無、有（代理店名：日立製作所、日本電気他              ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 1 週間 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 平日 9:30-17:00 QA 対応時間帯 平日 9：00-17：30 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数  

計画停止の頻度  サービス停止の通知  

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況  

問合先 企業名：ジェイズ・コミュニケーション株式会社 

部署名：RevoWorks ビジネスユニット WisePoint 営業 G 

担当者・山下 克美 

 

電話番号：03-6222-5858 

FAX 番号：03-6222-5855 

Mail：wisepoint@jscom.co.jp  
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製品・サービス名称 エンタープライズクラウドサービス G2 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/enterprise-g2/ 

■製品サービスの特⾧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・従来サービスでは難しかったネットワーク・VM の組み合わせを実現 

エンタープライズクラウドサービス G2 では、クラウド統合管理ポータル（vCloud Director）を利用し、従来サービスでは難し

かったネットワーク・VM の組み合わせで設計できます。お客さまにて任意のタイミングで切替や一時的なテスト環境構築など

の柔軟な運用を実現。日立への問い合わせや作業依頼といった手間と時間を取らせません。 

 

・ポータル機能でのお客さま運用で、導入一時費用低減と導入時間を短縮 

エンタープライズクラウドサービス G2 では、クラウド統合管理ポータルで、必要なときにお客さまがリソースを変更できます。

また、ご要望に合わせた必要最小限の構成に最適化することで、 導入や運用にかかるコストを抑えられます。最新技術の採用に

より提供基盤を最適化。 CPU などのサーバリソースを低価格にしました。 

 

・従来サービスのお客さまサポートは、問い合わせから導入支援までメニュー化 

従来サービスと同様に、エンタープライズクラウドサービス G2 では定期メンテナンスを実施。監視、障害対応によりお客さま

のクラウドリソースを安定稼働させます。「どのような構成にしたらよいかわからない」といった疑問にも、 日立の技術者がお

応えするサポート対応が可能です。 

※サービス仕様については、予告なく変更する場合があります。 

  

本サービスは ISMAP
クラウドサービスリ
ストに登録されてい
ます。 
※ISMAP：政府情報シ
ステムのためのセキ
ュリティ評価制度 
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製品・サービス名称 エンタープライズクラウドサービス G2 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開） 

大学数（非公開） 

費用 費用としてランニング費用が発生します。一部サービスでは導入にかかる一時費用が発生します。請求は月額精

算となります。メニューにより時間・日額課金となっております。詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 【クラウドの場合】最低ユーザ数：規定なし、最低利用期間：1 カ月 

支払方法 ※月次請求、後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 最⾧ 5 営業日 

約款の有無 有・無（契約書による ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：最低稼働率として 99.0％を保証 ） 

実績稼働率 有・無・その他（            ） 目標稼働率 有・無・その他（99.99％） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 弊社営業日 9:00~18:00 QA 対応時間帯 弊社営業日 9:00~18:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ﾎﾟｰﾀﾙ等） 対応インシデント数 特になし 

計画停止の頻度 最大 1 回／月 サービス停止の通知 １ヶ月以上前に通知 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク、QMS、EMS 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 フェデレーテッドクラウド管理（監視・タスク実行・ファイル転送）サービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/f-kanshi/index.html 

■製品サービスの特長 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各種クラウド、オンプレミス環境のアラートや稼働統計、タスクの実行結果やファイル転送結果を 1 つの画面で確認可能 

複数のクラウドが混在した環境の監視やタスク実行、ファイル転送を同一システムで管理し 1 つの画面で確認できるのでア

ラートを見逃しにくくなります。 

・監視機能はリソース監視、HTTP 監視、ログ監視を含む 20 種類以上の監視に対応 

リソース監視、HTTP 監視、ログ監視など、多種多様な監視に対応します。監視設定サイトからエラー判定条件、通知抑止

条件、設定ファイルのダウンロード、メールアドレス登録、外部監視の設定などを行えます。 

・オートスケールや動的な IP アドレス変更に対応した監視を簡単・迅速に開始可能 

ネットワークもインターネット経由での管理のため、お客さま側でのマネージャーの準備や、専用線敷設は必要ありません。

また、 フェデレーテッドクラウド情報集約サーバーと対象サーバー間で発生する通信は HTTPS 通信のため、やり取りす

る管理情報は暗号化されています。 

※タスク実行サービス、ファイル転送サービスは 2021 年 1月にリリース予定です 

※サービスの改良などにより、予告なく記載されている仕様が変更になることがあります。 

 

監視サービス Monitor 
サーバー及びネットワークデバ

イスの状態を監視し、エラーを検

知すると、指定された通知先に通

報します。リソース監視、HTTP

監視、ログ監視を含む 20 種類以

上の監視に対応します。 

タスク実行サービス Kicker ※ 
各種クラウド、オンプレミスに点

在するサーバーに対しタスクを

実行します。発生した障害は、指

定された通知先に通報します。 

ファイル転送 Transporter ※ 
サーバーで保有するファイルを、

クラウドのストレージ経由で任

意のサーバーに転送。ファイルを

分割暗号化し並列送信すること

で、安全かつ高速に転送します。  

 

・vSphere は、米国およびその他の地域における VMware Inc.の登録商標または商標です。 

・AWS は、Amazon Inc.の登録商標または商標です。 

・Microsoft Azure は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

・その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標または商標です。 
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製品・サービス名称 フェデレーテッドクラウド管理（監視・タスク実行・ファイル転送）サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（パブリックとプライ

ベートを管理） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開） 

大学数（非公開）：  

費用 費用としてランニング費用が発生します。一部サービスでは初期費用が発生します。課金単位は月額課金です。

サービスによっては日額/時間課金が可能です。詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 最低ユーザ数：規定なし、最低利用期間：1 カ月 

支払方法 ※月次請求、後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 最短 5 営業日 

約款の有無 有・無（契約書による ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 非公開 データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

実績稼働率 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 目標稼働率 有・無・その他（99.95％） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 弊社営業日 9:00~17:00 QA 対応時間帯 弊社営業日 9：00~17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 別途個別見積り 

計画停止の頻度 1 回／月 サービス停止の通知 １ヶ月以上前に通知 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク、QMS、EMS 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 出前クラウドサービス 
提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL http://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/delivery-cloud/ 

■製品サービスの特長 

 

 

 

 

  

・VMware、VMware vSphere、VMware vCenter、ESX、ESXi は米国およびその他の地域における VMware, Inc. の登録商標または商標で

す。 

・Microsoft、Windows、Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

・その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
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製品・サービス名称 出前クラウドサービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）：利用企業名（金融業などを中心に数十社の実績あり） 

大学数（非公開） 

費用 費用としてランニング費用が発生します。運搬・設置費用が初期費用として発生します。 

課金単位は月額課金です。詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 最低ユーザー数：1、最低利用期間：半年（解約の半年前に弊社営業にご連絡いただきます。） 

支払方法 月次・後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 3 か月～ 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 目標稼働率 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

ストレージ 多重化有・無・その他（        ） バックアップ 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 当社営業日 9：00～17：00 QA 対応時間帯 当社営業日 9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 年間 5 件まで 

計画停止の頻度 原則として計画停止無し サービス停止の通知 個別調整 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク、QMS、EMS 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

部署名：公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 リモートアクセスシステム DoMobile 
提供企業名 株式会社 日立ソリューションズ・クリエイト 

紹介サイト URL https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/solution/domobile_asp/index.html 

■製品サービスの特長 

 

リモートアクセスシステム DoMobile とは 

 

DoMobile は、オフィス内にある自席パソコンを社外から遠隔操作できる、リモートアクセスサービスです。 

パソコンからの接続はもちろん、タブレットやスマートフォンなどのスマートデバイスからも接続可能。 

場所を選ばずに利用できるため、外出時の空き時間の有効活用、在宅勤務実施によるワークライフバランスの実現や 

BCP 対策まで幅広く活用できます。 

 

強固なセキュリティ 

デジタル証明書認証による認証 

デジタル証明書を持たない端末からのアクセスはブ

ロックします。 

さらに、3 つの認証情報（コンピュータ名、ログイン

ID、パスワード）を組み合わせた認証機能により第三

者による利用を防ぎます。 

 

DoMobile 専用の通信経路を利用 

専用クライアントで画面のみを転送。万が一リモート

端末がウイルスに感染していても、自席パソコンにウ

イルスが感染することはありません。 
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製品・サービス名称 リモートアクセス DoMobile 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 導入実績 3,800 社以上（2021 年 4 月現在） 

費用 初期費用：企業登録料 10,000 円/企業、ユーザ登録料 1,000 円／アカウント 

年額利用額：18,000 円／アカウント。詳細は弊社までお問い合わせ願います。 

利用条件 最低ユーザ数：1、最低利用期間：1 年（更新の 1 か月前までに弊社にご連絡いただきます。） 

支払方法 月次・後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：ダイワボウ情報システム、大塚商会等） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 5 営業日～ 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（非公開  ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：基本的に 365 日、24 時間稼働とします。（但し、メンテナンス時は除きます。）） 

実績稼働率 非公開  目標稼働率 非公開 

ストレージ 多重化有・無・その他（非公開      ） バックアッ

プ 

午前 2:00～2：30 の時間帯にバックアップ処理を行

います。（1 日１回） 

データ暗号化 有・無・その他（非公開         ） 暗号化通信 SSL（最大 256bit） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

（ただし、SSL-VPN による暗号化通信に対応） 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 有 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 弊社営業日 9：00～17：00 QA 対応時間帯 弊社営業日 9：00～17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 非公開 

計画停止の頻度 非公開 サービス停止の通知 最短 2 週間前までに、管理者

宛てにメール通知およびサー

ビスポータル画面で告知 

ログの開示 有・無（※条件：アクセス履歴のみオ

プションで参照可能） 

第三者認証取得状況 ISO27001 、 ISO14001 、

ISO9001、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰﾏｰｸ 

問合先 企業名：株式会社 日立ソリューションズ・クリエイト 
部署名：営業統括本部 ＤＸ営業推進本部 
    インサイドセールス部 
担当者：武富、松尾、宍戸 

----------------------------------------------------- 
企業名：株式会社日立製作所 

部署名：公共ｼｽﾃﾑ営業統括本部第四営業本部 学術情報営業第一部企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

TEL:（03）5780-6111（代表） 
WEB 問合せ：https://www.hitachi-solutions-
create.co.jp/contact/solution.html 
Mail：hsc-contact@mlc.hitachi-solutions.com 
------------------------------------------- 
Mail : ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 Hitachi Managed VMware Cloud™ on AWS 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/vmcaw/ 

■製品サービスの特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの改良などにより、予告なく記載されている仕様が変更になることがあります。 

 

 

 

① 今まで慣れ親しんだ VMware 製品用の管理手法やツールを変更せず、クラウドへ移行 

② 要件（許容ダウンタイム、回線状況等）に応じて柔軟な移行方式を選択し、移行ツール

の中で vSphere のバージョンや仮想ハードウェアバージョンの違いを吸収(※1) 

③ AWS サービスとのシームレスな連携(※2) 

お客さまのメリット 

VMware Cloud™ on AWS に高信頼の日立サポート

独自の付加価値を付け加えてお客さまにお届け 

※1：移行可能な vSphere バージョンには制限があります。 

※2：お客さま AWS アカウント上での VTGW の設定はお客さまにて実施いただきます。 

 

日立独自の付加価値 

◆ 予防保守提供：各コンポーネントに対してパッチ情報や運用回避策を月次で提供 

◆ 稼働レポート提供：リソース使用状況や EDRS(※4)でのホスト数の増減を月次で報告 

◆ VMC 監視：vCenter のアラートをお客さま指定のメールアドレスに転送 

◆ SPLA 提供：ゲスト OS に使用可能な Windows Server 2019 ライセンスを提供(※5) 

※4：Elastic DRS の略。ホストの利用状況に応じて自動的にホストの増減を行います。 

※5：Microsoft Services Provider License Agreement の略。サービスプロバイダ向けのライセンスプログラムです。 

・VMware, VMware vSphere、VMware vCenter, VMware NSX, VMware vSAN, VMware Cloud は米国およびその他の地域における VMware Inc.の登録商標または商標です。  

・Microsoft, Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

・AWS, Amazon EC2, Amazon S3 は、Amazon Inc.の登録商標または商標です。 

・その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の登録商標または商標です。 

◆ 運用オプション：ハイブリッドクラウドを実現する監視、タスク実行(※3)の機能を提供 

※3：タスク実行機能は 2021 年 1 月リリース予定です。 
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製品・サービス名称 Hitachi Managed VMware Cloud™ on AWS 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 費用としてランニング費用が発生します。導入時に初期費用が発生します。 

課金単位は月払いと一括払いです。詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 最低ユーザー数：１、最低利用期間：１か月、(解約の１か月前に弊社営業にご連絡頂きます) 

支払方法 月次請求、前払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業         ） 利用開始までの期間 1.5 か月～ 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 目標稼働率 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 提供対象外です。別途ご相談させて頂きます。 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 当社営業日 9:00～17:00 QA 対応時間帯 当社営業日 9:00～17:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 個別調整 

計画停止の頻度 原則として計画停止無し サービス停止の通知 個別調整 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISO 27001、ISO 27017、ISO 

27018、SOC 1、SOC 2、SOC 

3、HIPAA,GDPR 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 日立 データセンターサービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/Outsourcing/base.html 

■製品サービスの特長 

「横浜センタ」「岡山センタ」をはじめ、日本各地にデータセンターを展開。 

堅牢な設備でお客様の IT 資産をお守りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスの改良などにより、予告なく記載されている仕様が変更になることがあります。 
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製品・サービス名称 日立 データセンターサービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（ハウジング ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開） 

大学数（非公開） 

費用 初期費用とランニング費用が発生します。 

詳細は営業までお問い合わせ願います。 

 

利用条件 ご利用条件はサービスによって異なります。 

詳細は営業までお問い合わせ願います。 

支払方法 月次・後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 別途調整 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開） 目標稼働率 有・無・その他（            ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（個別接続可能） VPN 接続 対応・未対応・対応予定（個別接続可能） 

学認対応 対応・未対応・対応予定 LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/365D QA 対応時間帯 弊社営業日 9：00-17：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 特に制限なし 

計画停止の頻度 不定期 サービス停止の通知 １ヶ月以上前に通知 

ログの開示 有・無（        ） 第三者認証取得状況 ISMS、ITSMS、P マーク、

QMS、EMS、BCMS 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

部署名：公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 クラウド移行アセスメントサービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/assessment/index.html 

■製品サービスの特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クラウド移行アセスメントサービスの特⾧ 

 
 クラウド移行後のシステム構成案を日立が作成し、クラウド移行後のクラウド利用料のイメージを算出します。 

 複数の移行方式の中から、システム構成ごとのスコアや利用料を比較し、お客さまが重要視する指標のスコアが 

高いものを選択することで、お客さまにとって最適な移行方式を決定します。 

 
 クラウド移行後のシステム構成案を作成します。また、システム構成の評価（指標、メリット/デメリット、クラウド利用料の 

相対比較結果）を提示します。 

 クラウド上での移行後の実装イメージを導出します。 

クラウド移行後のシステム構成を提案します 
 クラウド移行アセスメントサービスは、クラウド移行について何から考えればよいか分からないというお客様に対して、 

クラウド移行後のシステム構成案を複数提示するサービスです。 

 その際、移行性や運用性、信頼性といった指標とクラウド利用料も同時に提示することで、お客様のニーズに適した 

システム構成を採用できます。また、VM への単純移行だけではなく、マネージドサービスの利用やコンテナ化といった 

クラウドネイティブも考慮した移行システム構成案を提示します。 

★複数の移行方式の中から、お客さまにとって最適な移行方式を選択 

★クラウド移行後のコンテナ化まで見据えたシステム構成

 ★さまざまなクラウドに対応 

 パブリッククラウドは AWS と Azure に対応します。また、日立クラウドの ENC G2 にも対応します。 

Amazon、Amazon Web Services(「AWS」)は、Amazon.com, Inc.またはの関連会社の米国またはその他の国における商標または登録商標です。 

Microsoft Azure は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
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製品・サービス名称 クラウド移行アセスメントサービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（     ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 導入時に費用が発生します。 

詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 利用対象の制限等：移行対象の OS は Windows または Linux に限ります。 

支払方法 月次請求、後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 個別調整 

約款の有無 有・無（契約書による） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（          ） 

■信頼性 

SLA  

実績稼働率  目標稼働率  

ストレージ  バックアップ  

データ暗号化  暗号化通信  

■機能 

SINET 接続  VPN 接続  

学認対応  LDAP 連携  

管理ツール  API 公開  

■保守・運用 

障害対応時間帯  QA 対応時間帯  

コンタクト方法  対応インシデント数  

計画停止の頻度  サービス停止の通知  

ログの開示  第三者認証取得状況  

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 プラットフォーム向けモダナイゼーション支援サービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/modernization/index.html 

■製品サービスの特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お客様の業務アプリケーションをコンテナ化します 

●日立に蓄積されたノウハウを基に標準化されたテンプレートを活用し、短期間で運用プロセスを考慮したコンテナ化を実施します。

●対象のアプリケーションやシステムの規模など、お客さまの状況に応じて構成設計・実装・テストを実施します。 

本サービスの 

提供条件 

 本サービスでは、アプリケーションの修正・変更は行いません。また、機能分割やミドルウェア変更も行いません。 

 コンテナ化への構成変更の前提として、アプリケーションの修正・変更をお願いする場合があります。 

 本サービスはアプリケーションのコンテナ化移行を保証するものではありません。 

 移行後のコンテナアプリケーションの稼働環境の設計・構築は、別のサービスにて実施いたします。 

プラットフォーム向けモダナイゼーション支援サービスの特⾧ 

 
● 日立の運用実績に基づいて、設計ポイントを標準化します。 

● ベース OS や開発言語に応じた、コンテナを構築するためのテンプレートを準備します。 

★運用実績に基づく設計 

 
● コンテナと相性がよい CI/CD 環境の整備を支援します。 

● コンテナと CI/CD の組み合わせでサービスリリースサイクルを短縮できます。 

★CI/CD もサポート(オプション) 

 
● お客さまが導入される IaaS を熟知した日立のエンジニアがコンテナ化を支援します。 

● 各社のクラウドサービスの特性を考慮しながら、短期間でマルチクラウド対応を実現します。 

★マルチクラウドに対応 

※kubernetes は、The Linux Foundation の米国またはその他の国における商標または登録商標です。 
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製品・サービス名称 プラットフォーム向けモダナイゼーション支援サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（     ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 導入時に費用が発生します。 

詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 利用対象の制限等：本サービスでは、アプリケーションの修正・変更は行いません。 

支払方法 月次請求、前払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 個別調整 

約款の有無 有・無（契約書による） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（          ） 

■信頼性 

SLA  

実績稼働率  目標稼働率  

ストレージ  バックアップ  

データ暗号化  暗号化通信  

■機能 

SINET 接続  VPN 接続  

学認対応  LDAP 連携  

管理ツール  API 公開  

■保守・運用 

障害対応時間帯  QA 対応時間帯  

コンタクト方法  対応インシデント数  

計画停止の頻度  サービス停止の通知  

ログの開示  第三者認証取得状況  

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 コンテナ導入支援サービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/container_is/index.html 

■製品サービスの特⾧ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンテナ PoC をマルっとサポート レンタル環境でお手軽 PoC 
● コンテナ基盤検討やコンテナアプリケーション開発を進めるお客さまへ、PoC 項目の計画立案、PoC 環境の提供、PoC 実施時の 

技術支援などを行うことで、コンテナの PoC を包括的にご支援するサービスです。 

コンテナ導入支援サービスの特⾧ 

● コンテナ基盤の運用経験豊富なエンジニアが、現状の運用体制による新システムの運用可否やビジネス視点からのオブザーバビリティ 

   など、お客様の視点に立ち、PoC での最適な実施項目を提案します。 

● 技術的な課題や操作の支援など多岐にわたって PoC の実施をサポートします。 

 ★運用経験豊富なエンジニアによる PoC 推進サポート 

● 日立のベストプラクティスが体験できるコンテナ環境を提供します。お客さまは必要なタイミングでこのサービスを活用いただくことで、 

   PoC を円滑に推進することが可能となります。 

● PoC 環境はお客様の要望により、環境をカスタマイズすることも可能です。 

 ★レディメイドな PoC 環境をお手軽に利用可能 

● 複数の kubernetes ディストリビューション（Tanzu や OpenShift）や、パブリッククラウド（EKS）のご利用が可能です。 

 ★幅広い製品・サービスへの対応 

※kubernetes は、The Linux Foundation の米国またはその他の国における商標または登録商標です。 

VMware Tanzu は米国およびその他の地域における VMware, Inc. の登録商標または商標です。 

 OpenShift is a registered trademark of Red Hat, Inc. in the United States and other countries. 

 (OpenShift は、米国およびその他の国における Red Hat, Inc.の登録商標です。) 

 Amazon EKS は、Amazon.com, Inc.またはその関連会社の米国またはその他の国における商標または登録商標です。 
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製品・サービス名称 コンテナ導入支援サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（     ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 構築サービスは初期構築時に一時費用が発生します。 

詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 ʷ 

 

支払方法 月次請求、前払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 個別調整 

約款の有無 有・無（契約書による） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（          ） 

■信頼性 

SLA  

実績稼働率  目標稼働率  

ストレージ  バックアップ  

データ暗号化  暗号化通信  

■機能 

SINET 接続  VPN 接続  

学認対応  LDAP 連携  

管理ツール  API 公開  

■保守・運用 

障害対応時間帯 当社営業日 9:00～17:00 QA 対応時間帯 当社営業日 9:00～17:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 個別調整 

計画停止の頻度 ― サービス停止の通知 ― 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ― 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 コンテナ環境構築・運用サービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/container/index.html 

■製品サービスの特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コンテナ実行基盤を構築し、管理機能を提供します 

● 日立に蓄積されたノウハウを基に、標準化されたコンテナ管理基盤を構築し、短期間でコンテナ管理基盤を導入できます。 

● 監視やバックアップなどの運用関連システムについても提供します（オプションメニュー）。 

コンテナ環境構築・運用サービスの特⾧ 

 
● コンテナ環境を本番システムとして利用するための必要コンポーネントを構築し、お客さまのシステム設計・構築の負荷を削減します。 

● ノードや Kubernetes のシステムコンテナのモニタリング、ロギングを設定することで、お客さまの監視設計負荷を削減します。 

● 日立のノウハウを活用し、サービス（アプリケーション）を継続稼働するための信頼性を確保したシステムを設計・提供します。 

★安定稼働を考慮したコンテナ環境の構築 

 
● コンテナ環境運用に必要な運用支援ツール、各種自動化ツールを提供し、容易に運用できるコンテナ環境を実現します。 

● 日立のノウハウに基づくマニュアルを提供します。 

★運用支援ツール、各種自動化ツールの提供 

 
● さまざまなベンダーやパブリッククラウドが提供しているコンテナ運用管理ツールから、お客さまのニーズに合う製品を選択できます。 

★幅広い製品への対応 

※kubernetes は、The Linux Foundation の米国またはその他の国における商標または登録商標です。 
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製品・サービス名称 コンテナ環境構築・運用サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（     ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 構築サービスは初期構築時にモデルに応じた一時費用が発生します。 

運用サービスおよびサポートサービスはランニング費用が発生します。 

課金単位は一括払いと月払いです。詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 利用対象の制限等：パブリッククラウドの場合は事前にネットワーク環境の準備が必要です。 

オンプレミスの場合は vSphere 環境の準備が必要です。 

支払方法 月次請求、前払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 個別調整 

約款の有無 有・無（契約書による） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（          ） 

■信頼性 

SLA  

実績稼働率  目標稼働率  

ストレージ  バックアップ  

データ暗号化  暗号化通信  

■機能 

SINET 接続  VPN 接続  

学認対応  LDAP 連携  

管理ツール  API 公開  

■保守・運用 

障害対応時間帯 当社営業日 9:00～17:00 QA 対応時間帯 当社営業日 9:00～17:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 個別調整 

計画停止の頻度 ― サービス停止の通知 ― 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ― 

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 CI/CD 環境構築サービス 

提供企業名 株式会社 日立製作所 サービスプラットフォーム事業本部 

紹介サイト URL https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/cicd/index.html 

■製品サービスの特⾧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

CI/CD 環境構築サービスの特⾧ 

 AWS が提供するサービスを組み合わせて CI/CD 環境を構築しますので、短期の構築が可能となり、かつ稼働後の 

メンテナンス負荷が軽減できます。 

 コンテナ開発と CI/CD 環境はセットで考えるべき要素です。素早くCI/CD 環境を構築することで、アプリ開発期間の 

確保に繋がります。 

コンテナ環境に適したＣＩ／ＣＤ環境を構築し、使い方をレクチャ 
 AWS のサービスを利用して AWS 上に CI/CD 環境を素早く構築します。 

 コンテナは CI/CD 環境との相性がよく、CI/CD 環境利用が開発効率に直結します。 

 コンテナではないアプリ開発にも活用できます。 

 ★AWS 上のサービスで素早く構築 

 ★コンテナ開発に適した CI/CD 環境を構築 

≪コンテナ×CI/CD による効果≫ 

・手戻り削減と品質維持(バグを早く見つけて早く修正可能) 

・リリースミスの排除(自動でデプロイまでするので、手動のミスが無くなる) 

・仕掛けを用意できれば、利用者は Kubernetes やコンテナの知識がなくても、アプリケーションを 

AWS CodeCommit、AWS CodePipeline、AWS CodeBuild、は、Amazon.com, Inc. またはその関連会社の商標です。 Docker は、Docker Inc. の米国 

およびその他の国における登録商標もしくは商標です。GitLab は、GitLab B.V. の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。Jenkins は、 

SOFTWARE IN PUBLIC INTEREST, INC. の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。 Kubernetes は、The Linux Foundation の米国及び 

その他の国における登録商標又は商標です。 
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製品・サービス名称 CI/CD 環境構築サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（     ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（                                ） 

大学数（非公開）校：利用大学名（                                ） 

費用 導入時に費用が発生します。 

詳細は営業までお問い合わせ願います。 

利用条件 AWS のご契約はお客さまにてお願い致します 

支払方法 月次請求、後払、支払方法（振込） 

販売代理店 無、有（代理店名：                                        ） 

■契約 

申込み方法 その他（弊社営業） 利用開始までの期間 個別調整 

約款の有無 有・無（契約書による） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（契約書による） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（          ） 

■信頼性 

SLA  

実績稼働率  目標稼働率  

ストレージ  バックアップ  

データ暗号化  暗号化通信  

■機能 

SINET 接続  VPN 接続  

学認対応  LDAP 連携  

管理ツール  API 公開  

■保守・運用 

障害対応時間帯  QA 対応時間帯  

コンタクト方法  対応インシデント数  

計画停止の頻度  サービス停止の通知  

ログの開示  第三者認証取得状況  

問合先 企業名：株式会社 日立製作所 

公共システム営業統括本部 第四営業本部 

    学術情報営業第一部 企画グループ 

担当者：酒匂、荒木 

電話番号：03-5471-4507 

FAX 番号：03-5471-4519 

Mail：ICT-hitachi@ml.itg.hitachi.co.jp 
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製品・サービス名称 SINET 接続サービス 
提供企業名 さくらインターネット株式会社 

紹介サイト URL https://www.sakura.ad.jp/education/solution/sinet.html 

■製品サービスの特⾧ 

●学術研究機関のキャンパスネットワークを、さくらインターネットのデータセンターまで拡張するサービスです。 

●ネットワークは 10Ｇｂｐｓベストエフォートで、全域が冗長化されています。 

●すでに SINET 接続のある学術研究機関であれば、追加機器も必要なく、設定の投入だけで 

ご利用になれます・ 

●さくらインターネットの全国拠点の複数サービスを組み合わせてご利用可能です。 

  

  

   

  

※SINET100Gbps サービスを利用した別サービスもございますので、営業部までお問合せ下さい。 
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製品・サービス名称 SINET 接続サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（事例は次の URL 参照 https://case.sakura.ad.jp/） 

大学数（非公開）校 

費用 初期費用なし、１VPN 当たり月額 15,000 円 

利用条件 ご利用拘束期間は 3 ヶ月間となります。 

支払方法 当社の他のサービスと同時のご請求、お支払いとなります。 

お支払い時期や請求書払いへの変更につきましては、営業部にてご相談を承ります。 

販売代理店 無、有（         ） 

■契約 

申込み方法 申込み書・その他（オンラインサインアップ） 利用開始までの期間 １ヶ月程度 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開        ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開        ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（Active ＆ Standby） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（コントロールパネル提供） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24 時間／365 日 QA 対応時間帯 当社営業日 10：00-18：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じ実施 サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク等 

問合先 企業名：さくらインターネット株式会社 

部署名：営業部 

担当者： 

電話番号：03-5332-7071 

FAX 番号：03-5332-7079 

Mail：edu-ml@sakura.ad.jp 
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製品・サービス名称 さくらの VPS 

提供企業名 さくらインターネット株式会社 

紹介サイト URL https://vps.sakura.ad.jp/ 

■製品サービスの特⾧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台数無制限！複数台構成も低価格で構築できます 

1 台からはじめて、サービス規模の拡張に合わせて複数台に！ 
コントロールパネル上の簡単操作でスケールアウトが可能です。 
 

 

 

各サーバは 3 つのネットワークインタフェースをもつため、グローバル、ロー

カルの 2 層ネットワークだけでなく、ローカル側を複数セグメント化した 3 層

構成も可能。これにより大規模なシステムを VPS で実現できるようになりま

す。 

※最大 10 セグメントまで利用可能 

セキュリティ向上 IP アドレスの拡張 

ローカルネットワーク 

さくらの VPS が全面リニューアルしました！！ 

◎ 全プランで SSD を標準搭載しスループットが向上！ 

◎ 全プランで初期費用が無料に！ 

◎ 最大 2 倍のストレージ増量や月額料金の最大 50%値下げ！ 

 

全国 3 カ所に VPS の地理的な分散が可能です 

  
  
  

ハイブリッド 

さくらの VPS を、石狩（北海道）、東京地区、大阪地区の全国 3 カ所に分散配置し 
同一の L2 ネットワーク上で連携稼働させることが可能です。 

（石狩） （東京） （大阪） 

異種サービスの連携運用が可能です 

 

ハイブリッド 

「さくらの VPS」と「さくらのクラウド」、「さくらの専用サーバ」、「ハウジング」 
 を同一の L2 ネットワークで連携稼働させることが可能です。 
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製品・サービス名称 さくらの VPS 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（事例は次の URL 参照 https://case.sakura.ad.jp/） 

大学数（非公開）校 

費用 Linux 版：初期費用なし、月額費用 585 円（税抜き）～ 

Windows 版：初期費用なし、月額費用 1,000 円（税抜き）～ 

利用条件 ２週間の無料ご試用が可能。ご利用拘束期間は３ヶ月間となります。 

支払方法 標準は前払い、お支払い方法は請求書払い、クレジットカードとなります。 

ただし、お支払い時期や方法につきましては、営業部にてご相談を承ります。 

販売代理店 無、有（         ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（オンラインサインアップ） 利用開始までの期間 即時 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：                                        ） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開        ） 目標稼働率 有・無・その他（非公開        ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（運用側にて取得） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（コントロールパネル提供） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24 時間／365 日 QA 対応時間帯 当社営業日 10：00-18：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じ実施 サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク等 

問合先 企業名：さくらインターネット株式会社 

部署名：営業部 

担当者： 

電話番号：03-5332-7071 

FAX 番号：03-5332-7079 

Mail：edu-ml@sakura.ad.jp 
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製品・サービス名称 さくらのクラウド 

提供企業名 さくらインターネット株式会社 

紹介サイト URL https://cloud.sakura.ad.jp/ 

■製品サービスの特⾧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最大 20 コア、224GB メモリまでの充実のスペック 

高性能 

初期費用無料、月額 1,540 円から始められます 

月額 1,540 円～、1 日 77 円、1 時間 7 円 ※ディスク料金除く 

低価格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間割・日割・月額からもっとも安い料金が自動で適用されます。 

事前に料金計算できるため予算確定、稟議処理も簡単です。 

わかりやすい料金体系 

初期費用無料、データ転送量による従量課金なし！ 

10 時間 20 日 1 ヶ月 

少ない月は 

時間割・日割 

多く使っても 

月額固定で安心 

月額料金 
日割料金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローカルセグメントを同一ネットワークで接続し、複数サービスを自由

に組み合わせたハイブリッド構成が人気です。 

※詳しくはご相談下さい。 

クラウドと異種サービスを接続できる 

さくらのサービスメリットを最大化！ 

ハイブリッド接続 

さくらの専用サーバ さくらのクラウド リモートハウジング 

実際にサーバやスイッチがあるような直感的操作が可能な

IaaS 型クラウドです。 

東京 

石狩 
リージョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CPU とメモリを自由に組み合わせてサーバを選択、コントロールパ

ネルからすぐに作成できます。 

選べるプラン 95 種類 

最大 20 コア×224GB メモリの充実スペック！ 

 CPU メモリ ディスク 

× ＋ 

セットアップ済み提供 OS あり / インターネット接続回線は共有 100Mbps を無料でご提供 / 1 つの仮想サーバにつき、１つのグ
ローバル IP アドレスを付与 / コントロールパネルの提供/ 2 段階認証/WAF の提供（一部 OS）/マーケットプレイス 

標準提供機能 

Windows Server  / アーカイブ / バックアップ / ISO アップロード / ブリッジ接続 / スイッチ / ルータ＋スイッチ（インターネッ
ト接続回線の集約・増速）/ 追加 IP アドレス / ロードバランサ / VPC ルータ / GSLB (広域負荷分散) / DNS / Sophos UTM / 
オブジェクトストレージ / ハイブリッド接続 / SINET 接続 / AWS 接続 / 改ざん検知 

有償オプション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバの作成から削除まで、クラウドの振る舞いのほとんど全てを

プログラミングすることが可能です。 

クラウド API で業務を効率化 

外部プログラムからサーバやインフラを操作！ 

API 

 PHP 
Perl 
Ruby 

Python 
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製品・サービス名称 さくらのクラウド 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（事例は次の URL 参照 https://case.sakura.ad.jp/） 

大学数（非公開）校：利用大学名（国立情報学研究所、流通経済大学 他） 

費用 初期費用 0 円、ランニング費用：仮想サーバのタイプ、台数、オプションの有無により、時間割、日割、月額か

ら最も安い料金で課金が発生します。 

利用条件 【クラウド】最低ユーザ数、最低利用期間の設定はございません。 

支払方法 標準は当月分を翌月 10 日請求、翌月末お支払い。お支払い方法は、クレジットカード払いとなります。ただし、

お支払い時期や請求書払いへの変更につきましては、営業部にてご相談を承ります。 

販売代理店 無、有（         ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（オンラインサインアップ） 利用開始までの期間 即時 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：月間のサーバ稼働率が、99.95%以上） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（コントロールパネル提供） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24 時間／365 日 QA 対応時間帯 当社営業日 10：00-18：00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じ実施 サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク、PCIDSS 

問合先 企業名：さくらインターネット株式会社 

部署名：営業部 

担当者： 

電話番号：03-5332-7071 

FAX 番号：03-5332-7079 

Mail：edu-ml@sakura.ad.jp 
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製品・サービス名称 さくらの専用サーバ PHY（ファイ） 

提供企業名 さくらインターネット株式会社 

紹介サイト URL https://server.sakura.ad.jp/ 

■製品サービスの特⾧ 
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製品・サービス名称 さくらの専用サーバ PHY 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベー

ト 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（事例は次の URL 参照 https://case.sakura.ad.jp/） 

大学数（非公開）校 

費用 8core/32GB メモリ・ハードウェア占有型で月額 27,500 円～（別途初期費用が必要） 

利用条件 最低利用期間は３ヶ月間です。 

支払方法 標準は前払い。お支払い方法は請求書払い、クレジットカードとなります。 

ただし、お支払い時期や方法につきましては、営業部にてご相談を承ります。 

販売代理店 無、有（         ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（Web） 利用開始までの期間 即時～数営業日 

約款の有無 有・無（        ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（      ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：月間のネットワーク稼働率が 99.95%以上を保証） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（     ）    バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（     ）       暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（コントロールパネル提

供） 

API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24 時間／365 日 QA 対応時間帯 当社営業日 10:00～18:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 必要に応じ実施 サービス停止の通知 1 週間以上前にご連絡 

ログの開示 有・無（※条件  ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク等 

問合先 企業名：さくらインターネット株式会社 

部署名：営業部 

担当者： 

電話番号：03-5332-7071 

FAX 番号：03-5332-7079 

Mail：edu-ml@sakura.ad.jp 
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製品・サービス名称 

 

Nutanix Cloud Platform  

(Nutanix Cloud Infrastructure)  

提供企業名 Nutanix Japan 合同会社 

紹介サイト URL https://www.nutanix.com/jp 

■製品サービスの特長 

 



110 

 

製品・サービス名称 Nutanix Cloud Platform 

(Nutanix Cloud Infrastructure) 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（徳島県庁、札幌市、魚津市教育委員会、帝京大附属病院他） 

大学数（非公開）校：利用大学名（慶応義塾大学、関西大学、近畿大学、北見工業大、九州工業大、沖縄大等） 

費用 必要リソース（CPU コア数、SSD 容量）×期間 によるサブスクリプションライセンスの提供となります。 

ご購入時に契約期間を決めていただければ、従量による課金は発生せず、最新バージョンでのご利用が可能です。 

利用条件 【製品】サブスクリプションによる利用契約、保守、アッグレード権、サポートは含まれております。 

支払方法 通常の物品調達と同様、契約期間分の費用を一括、もしくは年次更新の形で導入ベンダーへお支払い頂きます。 

販売代理店 無、有（代理店名： Nutanix Japan まで、直接お問い合わせください ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他 利用開始までの期間 2 か月前後 

約款の有無 有・無 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：可用性、耐障害性の SLA として、99%～99.999%を提供） 

実績稼働率 有・無・その他（ 非公開  ） 目標稼働率 有・無・その他（ 非公開 ） 

ストレージ 多重化有・無・その他 バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他 API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/365D QA 対応時間帯 24H/365D 

(日本語は 9:00~17:00 )  

コンタクト方法 電話・メール・その他（サポートフ

ォームより申請 ） 

対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 無 サービス停止の通知 無 

ログの開示 有 第三者認証取得状況 HIPAA、PCI、NIST、GDPR 等 

問合先 企業名：Nutanix Japan 合同会社 

部署名：マーケティング統括本部 

電話番号：03-4588-0520 

Mail：jp-events@nutanix.com 
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製品・サービス名称 

 

Nutanix Cloud Platform  

(Nutanix Cloud Management)  

提供企業名 Nutanix Japan 合同会社 

紹介サイト URL https://www.nutanix.com/jp 

■製品サービスの特長 

 



112 

 

製品・サービス名称 Nutanix Cloud Platform 

(Nutanix Cloud Management) 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（       ） 

 

・パブリック ・プライベート 

・その他（       ） 

・IaaS    ・PaaS 

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他 

■一般事項 

契約実績 法人数（非公開）社：利用企業名（徳島県庁、札幌市、魚津市教育委員会、帝京大附属病院他） 

大学数（非公開）校：利用大学名（慶応義塾大学、関西大学、近畿大学、北見工業大、九州工業大、沖縄大等） 

費用 必要リソース（CPU コア数、SSD 容量）×期間 によるサブスクリプションライセンスの提供となります。 

ご購入時に契約期間を決めていただければ、従量による課金は発生せず、最新バージョンでのご利用が可能です。 

利用条件 【製品】サブスクリプションによる利用契約、保守、アッグレード権、サポートは含まれております。 

支払方法 通常の物品調達と同様、契約期間分の費用を一括、もしくは年次更新の形で導入ベンダーへお支払い頂きます。 

販売代理店 無、有（代理店名： Nutanix Japan まで、直接お問い合わせください ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（           ） 利用開始までの期間 2 か月前後 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（SLA 内容：可用性、耐障害性の SLA として、99%～99.999%を提供） 

実績稼働率 有・無・その他（ 非公開  ） 目標稼働率 有・無・その他（ 非公開 ） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 24H/365D QA 対応時間帯 24H/365D 

(日本語は 9:00~17:00 )  

コンタクト方法 電話・メール・その他（サポートフ

ォームより申請 ） 

対応インシデント数 制限なし 

計画停止の頻度 無 サービス停止の通知 無 

ログの開示 有 第三者認証取得状況 HIPAA、PCI、NIST、GDPR 等 

問合先 企業名：Nutanix Japan 合同会社 

部署名：マーケティング統括本部 

電話番号：03-4588-0520- 

Mail：jp-events@nutanix.com 
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製品・サービス名称 IT 資産管理／セキュリティ管理 ASSETBASE 

提供企業名 株式会社 内田洋行 

紹介サイト URL http://www.asset-base.jp/ 

■製品サービスの特長 

セキュリティとコンプライアンスを強力に支援する IT 資産管理ソリューション 

 

 

■ASSETBASE の概要 ～リモートワークの基本セキュリティ対策として～ 

大学や教育機関において、情報漏えい事故やマルウェア感染をはじめとするセキュリティインシデントや、不適切なソフトウェア

利用などが相次いでいます。セキュリティとコンプライアンスの両面で IT 資産の管理の重要性がますます高まっていますが、特

に昨今ではリモートワークにおける端末のセキュリティ対策としてセキュリティアップデートが注目されています。 

IT 資産管理ソリューション「ASSETBASE」は、学内の大量の PC やソフトウェアを「見える化」し、ソフトウェアとライセンスの

管理、IT 資産管理、IT セキュリティ管理をご支援します。2004 年の SaaS 型クラウドサービスの提供開始以来、大学を

はじめ多くのお客様にご活用いただいており、ASPIC（特定非営利活動法人 ASP・SaaS・クラウドコンソーシアム）アワー

ド「ベストイノベーション賞」も受賞した実績あるサービスです。 

 

■ASSETBASE の特⾧ 

 

  

リモートワーク端末も OK 



 

116 

 

製品・サービス名称 IT 資産管理／セキュリティ管理 ASSETBASE 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（        ） 

 

・パブリック・プライベート 

・その他（        ） 

・IaaS    ・PaaS  

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他（IT 資産管理） 

■一般事項 

契約実績 大学実績（ 約 70 ）校：利用大学名（国立高専機構、信州大学、関西大学、中部大学 等） 

民間実績（ 約 50 ）社：利用企業名（非公開） 他、自治体、教育委員会（小中高等学校）、私立学校等 

費用 ・初期費用：管理アカウント発行料 

・ランニング費用：クライアントライセンス＋サーバーシステムライセンス 

・課金単位：原則としてご利用法人単位の年間利用料    ※トライアル（評価版）ご利用可能 

利用条件 ・最低ユーザ数：1 ライセンスより利用可能  ・最低利用期間：1 年間（年間利用料制） 

支払方法 請求サイクル：年次 支払方法：原則として前払、原則として振込支払（応相談） 

販売代理店 無、有（代理店名：内田洋行各販売代理店                             ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（当社営業経由にて利用申込み） 利用開始までの期間 5 営業日（SaaS 型の場合） 

約款の有無 有・無（               ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（ご利用約款に基づく） 

実績稼働率 有・無・その他（2019 年実績：99.99%以上） 

※サービス提供時間帯稼働率（計画停止除く） 

目標稼働率 有・無・その他（99.9%         ） 

※サービス提供時間帯稼働率（計画停止除く） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応については応相談 VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応については応相談 LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 9:00～17:00 QA 対応時間帯 9:00～17:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 無制限 

計画停止の頻度 有（年に 2 回程度） サービス停止の通知 2 週間前 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク 

問合先 企業名：株式会社内田洋行 

部署名：システムズエンジニアリング事業部 

テクニカルサービス＆クラウドセンター 

担当者：舘野 康彦 

電話番号：03-5634-6646 

FAX 番号：03-3645-2337 

Mail：abinfo@uchida.co.jp 
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製品・サービス名称 ソフトウェア配布提供システム Download Station 

提供企業名 株式会社 内田洋行 

紹介サイト URL http://www.asset-base.jp/ 

■製品サービスの特⾧ 

Microsoft や Adobe 等ソフトウェアの安全・効率的な学内配布を支援! 

 

■Download Station の概要 

「Download Station」は、Microsoft や Adobe 等のソフトウェアを、教職員・学生等の利用者に、安全に効率的に配布提

供するシステムです。例えば以下の課題の解決を支援いたします。 

【こんな課題を解決１】 インストールメディアの流出リスク（不用意なコンプライアンス違反）を避けたい 

【こんな課題を解決２】 インストールメディアの貸し出し管理や、個体管理の業務負担を軽減したい 

【こんな課題を解決３】 キャンパスや拠点が多い場合、全てをカバーする配布運用の手間を軽減したい 

【こんな課題を解決４】 大学の研究室内の PC 等、大量の PC へのソフトウェア配布を効率的に行いたい 

【こんな課題を解決５】 実際に利用された数を把握し、ボリュームライセンス投資への効果を把握したい 

 

Download Station は、ソフトウェアのインストーラをセキュリティプログラムでラッピング保護し、利用者が安全にダウンロード利用

できるようにします。ダウンロードしたインストーラは、個別の開封パスワード制御されており、不適切なコピー利用を防止できます。

また、インストール予定数や利用期限も制御することが可能です。 

「誰が、いつ、どのソフトウェアを、どこにどれだけ」ダウンロードして、どの PC にインストールしたのかの履歴の管理も可能であり、利用

統計と投資対効果測定などにお役立ていただけます。 
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製品・サービス名称 ソフトウェア配布提供システム Download Station 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（        ） 

・パブリック ・プライベート 

・その他（        ） 

・IaaS    ・PaaS  

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他（ソフトウェアの配布

管理） 

■一般事項 

契約実績 民間実績（ 非公開 ）社：利用企業名（非公開） 

大学実績（ 非公開 ）校：利用大学名（筑波大、香川大、早稲田大、法政大、中央大、立命館大、近畿大 等） 

費用 ・初期費用：導入費用およびシステムライセンス 

・ランニング費用：年間保守費用 

利用条件 ・ライセンス形態：システム単位（買取）  ・保守条件等：保守契約に基づく 

支払方法 請求サイクル：年次 支払方法：原則として振込支払（応相談） 

販売代理店 内田洋行各販売代理店 

■契約 

申込み方法 当社営業経由にて利用申し込み 利用開始までの期間 5 営業日（標準システム構築期

間） ※別途環境構築が必要 

約款の有無 有 約款修正の可能性の有無 有 

データ保存場所 プライベートクラウドサーバー データ削除規定の有無 削除運用は別途ご相談 

準拠法 プライベートクラウドサーバーによる 管轄裁判所 国内を想定 

■信頼性 

SLA プライベートクラウド導入環境に基づく 

実績稼働率 プライベートクラウド導入環境に基づく 

（事例：99.9%以上 計画停止を除く） 

目標稼働率 プライベートクラウド導入環境に基づく 

ストレージ プライベートクラウド導入環境に基づく バックアップ 有 

データ暗号化 無 暗号化通信 有 

■機能 

SINET 接続 対応については応相談 VPN 接続 対応 

学認対応 対応については応相談 LDAP 連携 対応 

管理ツール 有 API 公開 無 

■保守・運用 

障害対応時間帯 9:00～17:00 QA 対応時間帯 9:00～17:00 

コンタクト方法 電話・メール 対応インシデント数 無制限 

計画停止の頻度 導入環境に基づく サービス停止の通知 利用顧客運用規定に基づく 

ログの開示 有 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク 

問合先 企業名：株式会社内田洋行 

部署名：システムズエンジニアリング事業部 

テクニカルサービス＆クラウドセンター 

担当者：舘野 康彦 

電話番号：03-5634-6646 

FAX 番号：03-3645-2337 

Mail：ml-DSinfo@uchida.co.jp 
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製品・サービス名称 ウチダの Office 学割 U365 

提供企業名 株式会社 内田洋行 

紹介サイト URL https://ec1.u365.jp/portal/office/ 

■製品サービスの特長 

新しい学生サービス  学生向け Microsoft Office 学割 

 

 

 

 

 

 

■ウチダの Office 学割 U365 の概要 

学生の必須のソフトウェア Microsoft Office を、特別プライスでご購入いただける新たな学生サービスです。 

様々な特典も満載。大学様の費用負担等は一切ございません。AXIES 正会員大学であればさらにオトクになります! 

 
  

 

AXIES 正会員大学の学生向けには

AXIES サイトの「会員特典」をご確認ください（https://axies.jp/ja/privilege/xv7esk） 

通常の学割価格よりさらにオトクになります! 
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製品・サービス名称 ウチダの Office 学割 U365 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（ソフトウェア販売） 

 

・パブリック・プライベート 

・その他（        ） 

・IaaS    ・PaaS  

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他（学生サービス） 

■一般事項 

契約実績 大学実績（ 約 200 超 ）校：利用大学名（日本全国多数） 

民間実績（無：教育機関のみ）社：利用企業名      他、専門学校（約 100 校超）等 

費用 ・初期費用：無し 

・ランニング費用：無し 

 

利用条件 ・最低ユーザ数：ゼロ  ・最低利用期間：1 年間 

支払方法 請求サイクル：無し （希望する学生が Office を購入） 

販売代理店 無、有（                                             ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（当社営業経由にて利用申込み） 利用開始までの期間 10 営業日程度 

約款の有無 有・無（学生向けの利用約款あり   ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（24h365D） 

実績稼働率 有・無・その他（2020 年実績：99.99%以上） 

※サービス提供時間帯稼働率（計画停止除く） 

目標稼働率 有・無・その他（99.9%         ） 

※サービス提供時間帯稼働率（計画停止除く） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（            ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 無 VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 無 LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 10:00～16:00 QA 対応時間帯 10:00～16:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 無制限 

計画停止の頻度 有（年に 1 回程度） サービス停止の通知 2 週間前 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク 

問合先 企業名：株式会社内田洋行 

部署名：システムズエンジニアリング事業部 

テクニカルサービス＆クラウドセンター 

担当者：舘野 康彦 

電話番号：03-5634-6646 

FAX 番号：03-3645-2337 

Mail：u365support@esco.co.jp 
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製品・サービス名称 ウチダ証明書学外発行サービス 

提供企業名 株式会社 内田洋行 

紹介サイト URL  

■製品サービスの特⾧ 

証明書発行の新しいステージへ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■証明書学外発行サービスの概要 

これまで、大学に来なくては取得することが出来なかった各種証明書を、帰省時や遠隔地での就職活動時などに、近くの

コンビニエンスストアで即時発行することが出来るようになります。2021 年度中に、決済方法および運用を一層便利にす

る機能を追加、拡充予定です。 
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製品・サービス名称 ウチダ証明書学外発行サービス 

■分類 

製品サービス区分 クラウド区分 パブリッククラウド分類 利用用途分類 

・サービス  ・製品 

・その他（ソフトウェア販売） 

 

・パブリック・プライベート 

・その他（        ） 

・IaaS    ・PaaS  

・SaaS 

・教育支援 ・研究支援 

・事務支援 ・情報インフラ 

・その他（学生サービス） 

■一般事項 

契約実績 法人数（  ）社：利用企業名（                                ） 

大学数（ 6 ）校：利用大学名（非開示                              ） 

費用 ・初期費用：個別見積 

・ランニング費用：個別見積 

 

利用条件 ・最低ユーザ数：設定なし  ・最低利用期間：1 年間 

支払方法 請求サイクル：応談 

販売代理店 無、有（お問い合わせください                                  ） 

■契約 

申込み方法 注文書・その他（利用申込書） 利用開始までの期間 ご契約後 4～6 ヶ月程度 

約款の有無 有・無（学生向けの利用約款はあり   ） 約款修正の可能性の有無 有・無・その他（     ） 

データ保存場所 国内・海外（      ） データ削除規定の有無 有・無・その他（     ） 

準拠法 日本国法・海外法規（         ） 管轄裁判所 国内・海外（             ） 

■信頼性 

SLA 有・無（24h365D。ただし、クラウド事業者および当社のサービスメンテナンス時を除く） 

実績稼働率 有・無・その他（非公開） 目標稼働率 有・無・その他（非公開） 

ストレージ 多重化有・無・その他（         ） バックアップ 有・無・その他（         ） 

データ暗号化 有・無・その他（            ） 暗号化通信 有・無・その他（            ） 

■機能 

SINET 接続 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） VPN 接続 対応・未対応・対応予定 

学認対応 対応・未対応・対応予定（xx 年 xx 月） LDAP 連携 対応・未対応・対応予定 

管理ツール 有・無・その他（            ） API 公開 有・無・その他（            ） 

■保守・運用 

障害対応時間帯 9:00～17:30 QA 対応時間帯 9:00～23:00 

コンタクト方法 電話・メール・その他（ ） 対応インシデント数 無制限 

計画停止の頻度 有（年に 1～2 回程度） サービス停止の通知 2 週間前まで 

ログの開示 有・無（※条件     ） 第三者認証取得状況 ISMS、P マーク 

問合先 企業名：株式会社内田洋行 

部署名：ICT リサーチ＆デベロップメント ディビジョン 

ICT プロダクト企画部 

担当者：安部・河野・榊原 

電話番号：03-5634-6209 

FAX 番号：03-5634-6831 

Mail：papyrus@uchida.co.jp 

 



 

123 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

124 

 

 



125 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．大学向けクラウドソリューション 

比較表 
 

 

 

 

○比較表に関するご注意事項 

本比較表は、P.22 から P.124 までのカタログ記載データを取りまとめたものです。 

そのため、カタログ記載のデータと比較表のデータが異なる場合、カタログ記載の 

データが優先されます。また比較表は、比較しやすいようにデータの１部をグルー 

ピングし抽象化していますので、その点をご了解ください。 
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比較表１ 

 
 

 

掲載区分

項番 １.（１） １.（２） 2.（1） ２.（2） ２.（3）

掲載ページ

ARW

Cloud Secure
キャンパス手帳

さくらの

セキュアモバイル

コネクト

さくらのレンタル

サーバ リセール

向けサービス

Fabirc Pool機能によ
る階層化ストレージ

ネットアップ リコー さくらインターネット さくらインターネット ネットアップ
サービス ― 〇 〇 〇 ―

製品 〇 ― ― ー 〇
その他 ― ― ― ー ―

パブリック ― 〇 〇 〇 ―

プライベート 〇 ― ― ー 〇
その他 ― ― ― ー ―

IaaS ー ― ― ー ―

PaaS ― ― 〇 ー ―

SaaS ― 〇 ― 〇 ―
教育支援 〇 〇 ― 〇 〇

研究支援 〇 ー 〇 〇 〇

事務支援 ― ― ― 〇 ―
情報インフラ 〇 ― 〇 〇 〇

その他 ― ― 〇 ― ―
民間 ー 非公開 非公開 40万件以上 非公開

大学 芝浦工業大学 非公開 非公開 非公開 非公開

申込方法 注文書 申込書 申込書・その他（アマゾン） 注文書 注文書

利用開始までの時間 3か月 １週間 即日 5営業日 3か月

約款の有無 × 〇 〇 〇 ×

契約修正の可能性 〇 × 〇 〇 〇
データ保管場所 ― 国内 国内 国内 ―

データ削除規程 ― 〇 〇 〇 ―

準拠法 機器設置先に依存 日本国法 日本国法 日本国法 機器設置先に依存

管轄裁判所 機器設置先に依存 国内 国内 国内 機器設置先に依存

SLA × × × × ×

実績稼働率 その他 × 非公開 〇（99.99%以上） その他

目標稼働率 その他 × 非公開 非公開 その他

ストレージ多重化 〇 〇 ― 〇 〇

バックアップ 〇 〇 × 〇 〇

データ暗号化 〇 〇 × × 〇

暗号化通信 〇 〇 〇 〇 〇

SINET接続 〇 × 〇 × 〇

VPN接続 〇 × 〇 × 〇

学認対応 × × × × ×

LDAP連携 〇 × × × 〇

管理ツール 〇 〇 〇 〇 〇

API公開 〇 × 〇 × 〇

障害対応時間帯 代理店との契約に依存 平日営業時間帯 24H×365D 24H×365D 代理店との契約に依存

Q&A対応時間帯 代理店との契約に依存 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 代理店との契約に依存

コンタクト方法 電話・メール メール 電話・メール 電話・メール 電話・メール

対応インシデント数 無制限 無制限 無制限 無制限 無制限

計画停止の頻度 なし 年2回 不定期 不定期 なし

サービス停止の通知 半年前 1週間前 1週間前 1週間前 半年前

ログの開示 〇 × × × 〇

第三者認証取得状況 〇 ― 〇 〇 〇

カタログ

掲載情報

信頼性

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

１．教育支援系 ２．研究支援系

機能

保守運用

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

契約実績

契約
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比較表２ 

 
 

 

掲載区分

項番 ２.（4） ２.（5） ３.（１） ３.（２） ３.（３）

掲載ページ

Cloud Volumes

 ONTAP
Google Cloud

TWX-21 MRO

集中購買サービス
Glugent Flow

RoomSense

クラウドサービス

ネットアップ グーグル・クラウド・ジャパン 日立製作所 SIOS 内田洋行
サービス 〇 〇 〇 〇 〇

製品 ― ― ー ― ―
その他 ― ― ー ― ―

パブリック 〇 〇 〇 〇 〇

プライベート ― ― ー ― ―
その他 ― ― ー ― ―

IaaS 〇 〇 ー ― ―

PaaS ― 〇 ー ー 〇

SaaS ― 〇 〇 〇 ―
教育支援 〇 〇 ー ― ―

研究支援 〇 〇 ー ー 〇

事務支援 ― 〇 〇 〇 〇
情報インフラ 〇 〇 ー ー 〇

その他 ― 〇 ー 〇 ―
民間 広島県 ー 700社 200社 非公開

大学 非公開 ― 北海道大学 大阪成蹊学園 非公開

申込方法 WEBサインアップ WEBサインアップ 営業問合せ 注文書 注文書

利用開始までの時間 数時間 即時 2ヶ月～ 5営業日 1.5か月程度

約款の有無 × 〇 〇 〇 〇

契約修正の可能性 〇 〇 × 〇 〇
データ保管場所 利用リージョンに依存 国内・海外 国内 海外 国内

データ削除規程 ホワイトペーパー 〇 × × 〇

準拠法 利用リージョンに依存 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法

管轄裁判所 利用リージョンに依存 国内 国内 国内 国内

SLA 〇 〇 × 〇 ×

実績稼働率 その他 その他 〇（99.5%以上） 〇 非公開
目標稼働率 その他 〇 非公開 〇 非公開

ストレージ多重化 〇 〇 〇 〇 〇

バックアップ 〇 〇 〇 その他 〇

データ暗号化 〇 〇 × 〇 〇

暗号化通信 〇 〇 〇 〇 〇

SINET接続 〇 〇 × × ×

VPN接続 〇 〇 × × ×

学認対応 × 〇 × IDaasに依存 ×

LDAP連携 〇 〇 × IDaasに依存 ×

管理ツール 〇 〇 〇 〇 〇

API公開 〇 〇 × 2023年公開予定 ×

障害対応時間帯 24H×365D プランにより異なる 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

Q&A対応時間帯 平日24H×365D プランにより異なる 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

コンタクト方法 電話・メール プランにより異なる 電話・メール 電話・メール 電話・メール

対応インシデント数 無制限 プランにより異なる ご相談 無制限 無制限

計画停止の頻度 クラウド事業者に依存 なし 月1回 なし 不定期

サービス停止の通知 クラウド事業者に依存 サービスにより異なる 事前通知有 1か月前 1週間前

ログの開示 〇 サービスにより異なる 〇（コンテンツ） × 〇

第三者認証取得状況 〇 〇 〇 〇 〇

２．研究支援系 ３．事務支援系

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

契約実績

契約

信頼性

保守運用

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

機能

カタログ

掲載情報

製品・サービス名

提供企業名
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比較表３ 

 
 

 

掲載区分

項番 ３.（４） ３.（５） ３.（６） ３.（７） ３.（８）

掲載ページ

RICOH カンタンド

キュメント活用

RICOH カンタン

名刺電子化アプリ

for 連絡とれるくん

RICOH Drive
RICOH カンタンス

トレージ活用

RICOH カンタン

バーコード活用

for Cloud

リコー リコー リコー リコー リコー
サービス 〇 〇 〇 〇 〇

製品 ― ― ― ― ―
その他 ― ― ― ― ―

パブリック 〇 〇 〇 〇 〇

プライベート ― ― ― ― ―
その他 ― ― ― ― ―

IaaS ― ― ― ― ―

PaaS ― ― ― ― ―

SaaS 〇 〇 〇 〇 〇
教育支援 ー ― 〇 ― ―

研究支援 ー ー ー ー ー

事務支援 〇 〇 〇 〇 〇
情報インフラ ― ― 〇 ― ―

その他 ― ― ― ― ―
民間 非公開 非公開 非公開 非公開 非公開

大学 非公開 非公開 非公開 非公開 非公開

申込方法 申込書・WEB 申込書・WEB 申込書・WEB 注文書・WEB 申込書・WEB

利用開始までの時間 １週間 １週間 １週間 １週間 １週間

約款の有無 〇 〇 〇 〇 〇

契約修正の可能性 × × 〇 × ×
データ保管場所 海外 海外 国内 海外 海外

データ削除規程 〇 〇 〇 〇 〇

準拠法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法

管轄裁判所 国内 国内 国内 国内 国内

SLA × × × × ×

実績稼働率 × × 〇 × ×
目標稼働率 × × 〇 × ×

ストレージ多重化 ― ― 〇 ― ―

バックアップ 〇 〇 〇 〇 〇

データ暗号化 〇 〇 〇 〇 〇

暗号化通信 〇 〇 〇 〇 〇

SINET接続 × × × × ×

VPN接続 × × × × ×

学認対応 × × × × ×

LDAP連携 × × × × ×

管理ツール 〇 〇 〇 〇 〇

API公開 × × × × ×

障害対応時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

Q&A対応時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

コンタクト方法 電話・メール 電話・メール 電話・メール 電話・メール 電話・メール

対応インシデント数 無制限 無制限 無制限 無制限 無制限

計画停止の頻度 年4回程度 年4回程度 必用時 年4回程度 年4回程度

サービス停止の通知 ― ― 有 ― ―
ログの開示 × × 〇 × ×

第三者認証取得状況 ― ― 〇 ― ―

３．事務支援系

契約

信頼性

カタログ

掲載情報

機能

保守運用

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

契約実績
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比較表４ 

 
 

 

掲載区分

項番 ３.（９） ３.（１０） ３.（１１） ３.（１２） ３.（１３）

掲載ページ

RICOH マーキング

スキャン for データ

集計

RICOH マーキング

スキャン for 文書保

管

図書館情報管理シス

テムLIMEDIOクラ

ウドサービス

RICOH CHATBOT

SERVICE

codemariクラウド

サービス

リコー リコー リコー リコー 内田洋行

サービス 〇 〇 〇 〇 〇

製品 ― ― ― ― ―
その他 ― ― ― ― ―

パブリック 〇 〇 ― 〇 〇

プライベート ― ― ― ― ―
その他 ― ― 〇 ― ―

IaaS ― ― ― ― ー

PaaS ― ― ― ― 〇

SaaS 〇 〇 〇 〇 ―
教育支援 ― ― 〇 〇 〇

研究支援 ー ー 〇 ー 〇

事務支援 〇 〇 〇 〇 〇
情報インフラ ― ― 〇 ― 〇

その他 ― ― 〇 ― ー

民間 非公開 非公開 ― 390社 ー

大学 非公開 非公開 230校 30校 ―

申込方法 申込書・WEB 申込書・WEB 契約書 注文書 注文書

利用開始までの時間 ２週間 １週間 5カ月以上 5営業日 1.5か月程度

約款の有無 〇 〇 契約書に依存 〇 〇

契約修正の可能性 × × 契約書に依存 〇 〇
データ保管場所 海外 海外 国内 非公開 国内

データ削除規程 〇 〇 × ― 〇

準拠法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法

管轄裁判所 国内 国内 国内 国内 国内

SLA × × TierⅢ相当 〇 ×

実績稼働率 × × ― 〇 その他

目標稼働率 × × ― 非公開 その他

ストレージ多重化 ― ― 〇 〇 〇

バックアップ 〇 〇 〇 〇 〇

データ暗号化 〇 〇 × 〇 〇

暗号化通信 〇 〇 〇 〇 〇

SINET接続 × × 〇 × ×

VPN接続 × × 〇 × ×

学認対応 × × 〇 × ×

LDAP連携 × × 〇 × ×

管理ツール 〇 〇 〇 〇 〇

API公開 × × × × ×

障害対応時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

Q&A対応時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

コンタクト方法 電話・メール 電話・メール 電話・メール メール 電話・メール

対応インシデント数 無制限 無制限 無制限 ― 無制限

計画停止の頻度 年4回程度 年4回程度 有 ― 不定期

サービス停止の通知 ― ― 10営業日前 1週間前 1週間以上前

ログの開示 × × × × 〇

第三者認証取得状況 ― ― 〇 × 〇

信頼性

３．事務支援系

機能

保守運用

カタログ

掲載情報

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

契約実績

契約
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比較表５ 

 
 

 

掲載区分

項番 ４.（１） ４.（２） ４.（３） ４.（４） ４.（５）

掲載ページ

NetApp Cloud

Insights
FlexPod XCS

NetApp Keystone

for Storage as a

Service

Spot by NetApp WisePoint8

ネットアップ ネットアップ ネットアップ ネットアップ ジェイズコミュニケーション

サービス 〇 ― 〇 〇 〇

製品 ― ― ― ー 〇
その他 ― ― ― ー ー

パブリック 〇 ― 〇 〇 〇

プライベート 〇 ― 〇 ー 〇
その他 ― ― ― ー ー

IaaS ― ― 〇 ― 〇

PaaS ― ― ― ー ―

SaaS 〇 ― ー 〇 ー
教育支援 〇 ― 〇 ― ―

研究支援 〇 ― 〇 ー ―

事務支援 ― ― 〇 〇 ―
情報インフラ 〇 〇 〇 〇 〇

その他 ― ― 〇 〇 ―
民間 非公開 非公開 非公開 1,500社 360社

大学 非公開 非公開 非公開 ー 45校

申込方法 注文書・WEB 注文書 注文書 注文書・WEB 注文書

利用開始までの時間 数時間 数日 2か月程度 数時間 1週間

約款の有無 × ― 〇 × ー

契約修正の可能性 〇 ― 〇 〇 ー

データ保管場所 リージョン内 非公開 国内・海外 リージョン内 ー

データ削除規程 ホワイトペーパ開示 ホワイトペーパ開示 ― ホワイトペーパ開示 ー

準拠法 日本国法・海外法規 日本国法・海外法規 日本国法 日本国法・海外法規 ー

管轄裁判所 国内・海外 国内・海外 国内 国内・海外 国内

SLA 〇 ― × 〇 ー

実績稼働率 非公開 ― × 非公開 ー

目標稼働率 非公開 ― 〇 非公開 ー

ストレージ多重化 × 非公開 〇 〇 ー

バックアップ × 非公開 〇 〇 ー

データ暗号化 × ― 〇 〇 ー

暗号化通信 〇 ― 〇 〇 ー

SINET接続 〇 ― 〇 × ー

VPN接続 〇 ― 〇 〇 ー

学認対応 × ― × × 〇

LDAP連携 × ― 〇 〇 〇

管理ツール 〇 ― 〇 〇 〇

API公開 〇 ― 〇 〇 ×

障害対応時間帯 24H×365D 24H×365D 24H×365D 24H×365D 平日営業時間帯

Q&A対応時間帯 24H/5D 24H/5D 24H×365D 24H/5D 平日営業時間帯

コンタクト方法 電話・メール 電話・メール・Web 電話・メール・Web メール・チャット メール

対応インシデント数 無制限 無制限 無制限 無制限 ー

計画停止の頻度 クラウド事業者に依存 未定 クラウド事業者に依存 クラウド事業者に依存 ー

サービス停止の通知 クラウド事業者に依存 〇 クラウド事業者に依存 クラウド事業者に依存 ー

ログの開示 × 条件次第 〇 〇 〇

第三者認証取得状況 〇 〇 〇 〇 ー

機能

保守運用

カタログ

掲載情報

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

契約実績

契約

信頼性

4．情報インフラ系
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比較表６ 

 
 

 

掲載区分

項番 ４.（６） ４.（７） ４.（８） ４.（９） ４.（１０）

掲載ページ

エンタープライズク

ラウドサービス G2

フェデレーテッド

クラウド

出前クラウド

サービス

リモートアクセスシ

ステムDoMobile

Hitachi Managed

VMware Cloud™

on AWS

日立製作所 日立製作所 日立製作所 日立製作所 日立製作所
サービス 〇 〇 〇 〇 〇

製品 ― ー ー ― ―
その他 ― ー ー ― ―

パブリック 〇 ー ー 〇 〇

プライベート ― ー 〇 ー ー
その他 ― 〇 ー ― ―

IaaS 〇 ー 〇 ー 〇

PaaS ― 〇 ー ― ―

SaaS ― ー ー 〇 ―
教育支援 〇 〇 〇 〇 〇

研究支援 〇 〇 〇 〇 〇

事務支援 〇 〇 〇 〇 〇
情報インフラ 〇 〇 〇 〇 〇

その他 〇 〇 〇 〇 〇
民間 非公開 非公開 数十社 3,800社以上 非公開

大学 非公開 非公開 非公開 ― 非公開

申込方法 営業問合せ 営業問合せ 営業問合せ 営業問合せ 営業問合せ

利用開始までの時間 最⾧5営業日 最短5営業日 3ヶ月～ 5営業日～ 1.5カ月～

約款の有無 × × × × ×

契約修正の可能性 その他 その他 その他 その他 ご相談

データ保管場所 国内 非公開 国内 国内 国内

データ削除規程 × × ー その他 ー

準拠法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法

管轄裁判所 国内 国内 国内 国内 国内

SLA 99.00% ご相談 × 〇 ×

実績稼働率 ― ご相談 ご相談 非公開 ご相談

目標稼働率 99.99% 〇(99.95%) ご相談 非公開 ご相談

ストレージ多重化 〇 〇 〇 非公開 〇

バックアップ 〇 ご相談 ご相談 〇 ご相談

データ暗号化 × 〇 〇 その他 〇

暗号化通信 × 〇 ご相談 〇 ご相談

SINET接続 × × × × ×

VPN接続 〇 〇 〇 × 〇

学認対応 × × × × ×

LDAP連携 × × ご相談 〇 ご相談

管理ツール 〇 〇 〇 〇 〇

API公開 × × × × ×

障害対応時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

Q&A対応時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

コンタクト方法 その他 メール メール メール メール

対応インシデント数 無制限 ご相談 年間5件 非公開 ご相談

計画停止の頻度 月1回 月1回 不定期 非公開 ×

サービス停止の通知 1ヶ月前 1ヶ月前 ご相談 2週間前 ご相談

ログの開示 × × × 〇 ×

第三者認証取得状況 〇 〇 〇 〇 〇

４．情報インフラ系

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

保守運用

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

契約実績

契約

信頼性

機能

カタログ

掲載情報
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比較表７ 

 
 

 

掲載区分

項番 ４.（１１） ４.（１２） ４.（１３） ４.（１４） ４.（１５）

掲載ページ

日立 データセン

ターサービス

クラウド移行アセス

メントサービス

プラットフォーム向け

モダナイゼーション支

援サービス

コンテナ導入支援

サービス

コンテナ環境構築・

運用サービス

日立製作所 日立製作所 日立製作所 日立製作所 日立製作所
サービス 〇 〇 〇 〇 〇

製品 ― ― ― ― ―
その他 ― ― ― ― ―

パブリック ー 〇 〇 〇 〇

プライベート ― 〇 〇 〇 〇
その他 〇 ― ― ― ―

IaaS ー 〇 〇 〇 〇

PaaS ― 〇 〇 〇 〇

SaaS ― 〇 〇 ― ―
教育支援 〇 〇 〇 〇 〇

研究支援 〇 〇 〇 〇 〇

事務支援 〇 〇 〇 〇 〇
情報インフラ 〇 〇 〇 〇 〇

その他 〇 〇 〇 〇 〇
民間 非公開 非公開 非公開 非公開 非公開

大学 非公開 非公開 非公開 非公開 非公開

申込方法 営業問合せ 営業問合せ 営業問合せ 営業問合せ 営業問合せ

利用開始までの時間 ご相談 個別調整 個別調整 個別調整 個別調整

約款の有無 〇 × × × ×

契約修正の可能性 〇 その他 その他 その他 その他

データ保管場所 国内 国内 国内 国内 国内

データ削除規程 〇 × × × ×

準拠法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法

管轄裁判所 国内 国内 国内 国内 国内

SLA × ― ― ― ―

実績稼働率 その他 ― ― ― ―

目標稼働率 〇 ― ― ― ―

ストレージ多重化 × ― ― ― ―

バックアップ × ― ― ― ―

データ暗号化 × ― ― ― ―

暗号化通信 × ― ― ― ―

SINET接続 個別接続可能 ― ― ― ―

VPN接続 個別接続可能 ― ― ― ―

学認対応 × ― ― ― ―

LDAP連携 × ― ― ― ―

管理ツール × ― ― ― ―

API公開 × ― ― ― ―

障害対応時間帯 24H/365D ― ― 平日営業時間帯 平日営業時間帯

Q&A対応時間帯 平日営業時間帯 ― ― 平日営業時間帯 平日営業時間帯

コンタクト方法 電話・メール ― ― メール メール

対応インシデント数 無制限 ― ― ご相談 ご相談
計画停止の頻度 不定期 ― ― ― ―

サービス停止の通知 1ヶ月前 ― ― ― ―
ログの開示 × ― ― ― ―

第三者認証取得状況 〇 ― ― ― ―

カタログ

掲載情報

+AX3:BD52

４．情報インフラ系

信頼性

機能

保守運用

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

契約実績

契約

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分
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比較表８ 

 
 

 

掲載区分

項番 ４.（１６） ４.（１７） ４.（１８） ４.（１９） ４.（２０）

掲載ページ

CI/CD環境構築サー

ビス
SINET接続サービス さくらのVPS さくらのクラウド

さくらの

専用サーバ

日立製作所 さくらインターネット さくらインターネット さくらインターネット さくらインターネット

サービス 〇 〇 〇 〇 〇

製品 ― ― ー ー ー
その他 ― ― ー ー ー

パブリック 〇 〇 〇 〇 〇

プライベート 〇 ― ー ー ー
その他 ― ― ー ー ー

IaaS 〇 ― 〇 〇 〇

PaaS 〇 ― ー ー ー

SaaS 〇 ― ー ー ー
教育支援 〇 〇 〇 〇 〇

研究支援 〇 〇 〇 〇 〇

事務支援 〇 〇 〇 〇 〇
情報インフラ 〇 〇 〇 〇 〇

その他 〇 〇 ― ― 〇
民間 非公開 非公開 非公開 非公開 非公開

大学 非公開 非公開 非公開 非公開 非公開

申込方法 営業問合せ 申込書 WEB WEB WEB

利用開始までの時間 ご相談 1か月程度 即時 即時 即時～数営業日

約款の有無 × 〇 〇 〇 〇

契約修正の可能性 その他 〇 〇 〇 〇
データ保管場所 国内 国内 国内 国内 国内

データ削除規程 × 〇 〇 〇 〇

準拠法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法 日本国法

管轄裁判所 国内 国内 国内 国内 国内

SLA ― × × 〇（99.95%） 〇（99.95%）

実績稼働率 ― その他 非公開 非公開 非公開

目標稼働率 ― その他 非公開 非公開 非公開

ストレージ多重化 ― ― 〇 〇 〇

バックアップ ― 〇 〇 〇 ×

データ暗号化 ― × × × ×

暗号化通信 ― 〇 〇 〇 〇

SINET接続 ― 〇 〇 〇 〇

VPN接続 ― 〇 × 〇 〇

学認対応 ― × × × ×

LDAP連携 ― × × × ×

管理ツール ― × 〇 〇 〇

API公開 ― × × 〇 ×

障害対応時間帯 ― 24H×365D 24H×365D 24H×365D 24H×365D

Q&A対応時間帯 ― 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯 平日営業時間帯

コンタクト方法 ― 電話・メール 電話・メール 電話・メール 電話・メール

対応インシデント数 ― 無制限 無制限 無制限 無制限

計画停止の頻度 ― 不定期 不定期 不定期 不定期

サービス停止の通知 ― 1週間前 1週間前 1週間前 1週間前

ログの開示 ― × × × ×

第三者認証取得状況 ― 〇 〇 〇 〇

４．情報インフラ系
カタログ

掲載情報

信頼性

機能

保守運用

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

パブリック

クラウド

区分

利用用途

分類

契約実績

契約
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比較表 9 

 
 

掲載区分

項番 4.（21） 4.（２2）

掲載ページ

Nutanix Cloud

Infrastructure

Nutanix Cloud

Management

Nutanix Nutanix
サービス ― 〇

製品 〇 〇
その他 ― ―

パブリック ー 〇
プライベート 〇 〇

その他 ― ―
IaaS 〇 ―

PaaS ― ―
SaaS ― 〇

教育支援 〇 〇
研究支援 〇 〇

事務支援 〇 〇
情報インフラ 〇 〇

その他 〇 〇
民間 非公開 非公開

大学 非公開 非公開

申込方法 注文書 注文書

利用開始までの時間 2か月前後 2か月前後

約款の有無 〇 〇
契約修正の可能性 × ×

データ保管場所 国内 国内

データ削除規程 × ×

準拠法 日本国法 日本国法

管轄裁判所 国内 国内

SLA 〇（99~99.999%） 〇（99~99.999%）

実績稼働率 非公開 非公開

目標稼働率 非公開 非公開

ストレージ多重化 〇 〇

バックアップ 〇 〇
データ暗号化 〇 〇

暗号化通信 × ×
SINET接続 〇 〇

VPN接続 〇 〇

学認対応 〇 〇
LDAP連携 〇 〇

管理ツール 〇 〇
API公開 〇 〇

障害対応時間帯 24H×365D 24H×365D

Q&A対応時間帯 24H×365D 24H×365D

コンタクト方法 電話・その他 電話・その他

対応インシデント数 無制限 無制限

計画停止の頻度 無 無

サービス停止の通知 無 無

ログの開示 〇 〇
第三者認証取得状況 〇 〇

４．情報インフラ系

利用用途

分類

契約実績

契約

信頼性

機能

保守運用

カタログ

掲載情報

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

パブリック

クラウド

区分
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比較表 10 

 

掲載区分

項番 ５.（１） ５.（２） ５.（３） ５.（４）

掲載ページ

IT資産管理／

セキュリティ管理

ASSETBASE

ソフトウェア

配布提供システム

Download Station

Microsoft Office

学生向け特別プラン

U365

ウチダ証明書学外発

行サービス

内田洋行 内田洋行 内田洋行 内田洋行
サービス 〇 ― ― 〇

製品 ― 〇 ― ―

その他 ― ― 〇 ―

パブリック 〇 ー 〇 〇

プライベート 〇 〇 ― ―
その他 ― ― ― ―

IaaS ― ― ― ―

PaaS ― ― ― 〇

SaaS 〇 ― 〇 ―

教育支援 ― ― ― ―
研究支援 ー ー ー ー

事務支援 ー ー ー 〇

情報インフラ ― ― ― ―

その他 〇 〇 〇 〇
民間 約70社 非公開 ― ―

大学 約50校 非公開 約200校超 6校

申込方法 営業問合せ 営業問合せ 営業問合せ 利用申込書

利用開始までの時間 5営業日(SaaS) 5営業日 10営業日 4～6か月

約款の有無 〇 〇 × 〇
契約修正の可能性 〇 〇 × 〇

データ保管場所 国内 導入環境に依存 国内 国内

データ削除規程 〇 ご相談 〇 〇

準拠法 日本国法 導入環境に依存 日本国法 日本国法

管轄裁判所 国内 国内 国内 国内

SLA 〇(約款による) 導入環境に依存 〇 〇

実績稼働率 〇(99.99%以上) 導入環境に依存 〇(99.99%以上) その他

目標稼働率 〇(99.9%) 導入環境に依存 〇(99.9%) その他

ストレージ多重化 〇 導入環境に依存 〇 〇

バックアップ 〇 〇 〇 〇
データ暗号化 × × 〇 〇

暗号化通信 〇 〇 〇 〇

SINET接続 ご相談 ご相談 × 〇

VPN接続 〇 〇 × 〇

学認対応 ご相談 ご相談 × ×
LDAP連携 〇 〇 × 〇

管理ツール 〇 〇 × 〇

API公開 × × × ×

障害対応時間帯 営業時間帯 営業時間帯 10:00～16:00 9:00～17:00

Q&A対応時間帯 営業時間帯 営業時間帯 10:00～16:00 9:00～23:00

コンタクト方法 電話・メール 電話・メール 電話・メール 電話・メール

対応インシデント数 無制限 無制限 無制限 無制限

計画停止の頻度 年2回程度 導入環境に依存 年1回程度 年1～2回程度

サービス停止の通知 2週間前 運用規定に依存 2週間前 2週間前

ログの開示 〇 〇 × ×
第三者認証取得状況 〇 〇 〇 〇

５．その他

利用用途

分類

契約実績

契約

信頼性

機能

保守運用

カタログ

掲載情報

製品・サービス名

提供企業名

製品・サー

ビス区分

クラウド

区分

パブリック

クラウド

区分
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７．大学におけるクラウド導入事例 
 

 

 

クラウドソリューションの具体的な適応事例として、大学等におけるクラウド導入事例 

は様々な示唆に富んでいます。各ソリューションベンダから大学等におけるクラウド導入事

例を提出いただき掲載します。 
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８．クラウドプロバイダ紹介 
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企業別索引（五十音順） 
〈ウ〉 

株式会社内田洋行 

RoomSense クラウドサービス 37 

codemari クラウドサービス 57 

IT 資産管理／セキュリティ管理 ASSETBASE 103 

ソフトウェア配布提供システム Download Station 105 

ウチダの Office 学割 U365 107 

証明書学外発行サービス 109 

[プロバイダ紹介] 143 

 

〈ク〉 

グーグル・クラウド・ジャパン合同会社 

Google Cloud 29 

 

〈サ〉 

サイオステクノロジー株式会社 

ワークフローシステム「Gluegent Flow」35 

 

さくらインターネット株式会社 

さくらのセキュアモバイルコネクト 28 

さくらのレンタルサーバ リセール向けサービス 30 

さくらの VPS 94 

さくらのクラウド 96 

さくらの専用サーバ 98 

SINET 接続サービス 100 

[プロバイダ紹介] 142 

 

〈ジ〉 

ジェイズ・コミュニケーション株式会社 

WisePoint8 69 

 

〈二〉 

ニュータニクスジャパン合同会社 

Nutanix Cloud Infrastructure 109 

Nutanix Cloud Management 111 

 

〈ネ〉 

ネットアップ合同会社 

NetApp Anti-Ransomware + Cloud Secure による多層防御 15 

NetApp FabricPool による階層化 25 

NetApp Cloud ONTAP 27 

NetApp Cloud Insights 61 

NetApp FlexPod XCS 63 

NetApp Keystone for Storage as a Service 65 

Spot by NetApp 67 

[プロバイダ紹介] 145 

 

〈ヒ〉 

株式会社日立製作所 

TWX-21 MRO 集中購買サービス 33 

エンタープライズクラウドサービス 71 

フェデレーテッドクラウド 73 

出前クラウドサービス 75 

Hitachi Managed VMware Cloud™ on AWS 79 

日立 データセンターサービス 81 

クラウド移行アセスメントサービス 83 

プラットフォーム向けモダナイゼーション支援サービス 85 

コンテナ導入支援サービス 87 

コンテナ環境構築・運用サービス 89 

CI/CD 環境構築サービス 91 

 

株式会社 日立ソリューションズ・クリエイト 

リモートアクセスシステム DoMobile 77 

 

〈フ〉 

ファルコンシステムコンサルティング株式会社 

WisePoint8 92 

 

〈リ〉 

株式会社リコー 

キャンパス手帳 17 

RICOH カンタンドキュメント活用 for kintone 39 

RICOH カンタン名刺電子化アプリ for 連絡とれるくん 41 

RICOH Drive 43 

RICOH カンタンストレージ活用 45 

RICOH カンタンバーコード活用 47 

RICOH マーキングスキャン for データ集計 49 

RICOH マーキングスキャン for 文書保管 51 

図書館情報システム LIMEDIO 53 

RICOH CHATBOT SERVICE 55 
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大学 ICT 推進協議会・クラウド部会 の歩み 
  

主 査 渡邉英伸 (広島大学） 

副 査 梶田将司（京都大学） 

副 査 吉田浩  (国立情報学研究所） 

副 査 脇昌弘  （ネットアップ合同会社） 

副 査 須藤憲一（さくらインターネット） 
 

大学 ICT 推進協議会・クラウド部会は 2012 年 9 月 28 日に活動を開始いたしました。そして大学 ICT 推進協議会

の中でも活発な活動を行っている部会の一つだと自負しております。 

本部会では、大学 ICT 推進協議会年次大会における企画セッションの開催、定期的な部会会合を通じてアカデミッ

ククラウドに関する情報発信及び情報共有を推進して参りました。また、関係機関と協力してアカデミッククラウド

に関する研究とその普及にも取り組んで参りました。 

クラウド部会の活動履歴を以下に記します。 
  

■大学 ICT 推進協議会年次大会における企画セッションの開催 

 

年度 企画セッションの内容

2012年度年次大会 「大学向けクラウド利用のニーズとシーズ」
「安否確認システムの共同開発・共同利用における現状と課題」

2013年度年次大会 「学術インタークラウド基盤の実現に向けて」
「安否確認システムの共同開発・共同利用」

2014年度年次大会

「大学向けクラウドソリューションカタログ（１）」
「大学向けクラウドソリューションカタログ（２）」
「安否確認システムの共同開発・共同利用」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2014発行・配布

2015年度年次大会

「大学向けクラウドソリューションカタログ（１）」
「大学向けクラウドソリューションカタログ（２）」
「安否確認システムの共同開発・共同利用」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2015発行・配布

2016年度年次大会
「大学向けクラウドソリューションカタログ１」
「大学向けクラウドソリューションカタログ２」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2016発行・配布

2017年度年次大会
「クラウドソリューション＆ライセンスワークショップ（１）」
「クラウドソリューション＆ライセンスワークショップ（２）」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2017発行・配布

2018年度年次大会 「クラウド導入支援のあり方を考える」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2018発行・配布

2019年度年次大会 「組織のセキュリティポリシーに合致するクラウド環境の作り方」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2019発行・配布

2020年度年次大会 「大学における働き方・教え方改革とクラウド活用」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2020発行・配布

2021年度年次大会 「クラウド活用で加速する大学DXのベストプラクティスの検討と展望」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2021発行・配布

2022年度年次大会
「クラウドファースト戦略からクラウドネイティブ戦略を見据えた人材育成の展望」
「クラウドネイティブ戦略を見据えたクラウド最適化ソリューション」
※大学向けクラウドソリューションカタログ2022発行・配布
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■分科会会合の開催 
回数 開催日 会場 他機関との連携等 

第 1 回会合 2012 年 9 月 28 日 京都大学  

第 2 回会合 2012 年 10 月 31 日 学士会館  

第 3 回会合 2012 年 12 月 19 日 神戸国際会議場 AXIES2012 年度年次大会 

第 4 回会合 2013 年 2 月 21 日 国立情報学研究所  

第 5 回会合 2013 年 5 月 30 日 国立情報学研究所 学術情報基盤オープンフォーラム 

第 6 回会合 2013 年 9 月 5 日 北海道大学 CloudWeek2013 

第 7 回会合 2013 年 12 月 20 日 幕張メッセ AXIES2013 年度年次大会 

第 8 回会合 2014 年 5 月 22 日 東京ビックサイト AXIES2014 年度年総会 

第 9 回会合 2014 年 9 月 1 日 北海道大学 CloudWeek2014 

第 10 回会合 2014 年 12 月 1 日 AER（アエル） AXIES2014 年度年次大会 

第 11 回会合 2015 年 5 月 21 日 東京ビックサイト AXIES2014 年度年総会 

第 12 回会合 2015 年 9 月 7 日 北海道大学 CloudWeek2015 

第 13 回会合 2015 年 12 月 4 日 ウインクあいち AXIES2015 年度年次大会 

第 14 回会合 2016 年 5 月 26 日 国立情報学研究所 学術情報基盤オープンフォーラム 

第 15 回会合 2016 年 8 月 29 日 北海道大学 CloudWeek2016 

第 16 回会合 2016 年 12 月 14 日 京都国際会館 AXIES2016 年度年次大会 

第 17 回会合 2017 年 9 月 5 日 北海道大学 CloudWeek2017 

第 18 回会合 2017 年 12 月 14 日 広島国際会議場 AXIES2017 年度年次大会 

第 19 回会合 2018 年 3 月 9 日 広島大学 大学等におけるクラウドサービス利用シンポジウム 2018 

第 20 回会合 2018 年 6 月 20 日 国立情報学研究所 学術情報基盤オープンフォーラム 

第 21 回会合 2018 年 9 月 3 日 北海道大学 CloudWeek2018 

第 22 回会合 2018 年 11 月 19 日 札幌コンベンションセンター AXIES2018 年度年次大会 

第 23 回会合 2019 年 2 月 22 日 広島大学 大学等におけるクラウドサービス利用シンポジウム 2019 

第 24 回会合 2019 年 5 月 29 日 国立情報学研究所 学術情報基盤オープンフォーラム 

第 25 回会合 2019 年 9 月 2 日 北海道大学 CloudWeek2019 

第 26 回会合 2019 年 12 月 12 日 福岡国際会議場 AXIES2019 年度年次大会 

第 27 回会合 2020 年 6 月 9 日 国立情報学研究所(オンライン開催) 学術情報基盤オープンフォーラム 

第 28 回会合 2020 年 9 月 10 日 北海道大学(オンライン開催) CloudWeek2020 

第 29 回会合 2020 年 12 月 7 日 大阪大学(オンライン開催) AXIES2020 年度年次大会 

第 30 回会合 2021 年 3 月 5 日 広島大学(オンライン) 大学等におけるクラウドサービス利用シンポジウム 2021 

第 31 回会合 2021 年 7 月 7 日 国立情報学研究所(オンライン開催) 学術情報基盤オープンフォーラム 

第 32 回会合 2021 年 9 月 2 日 北海道大学(オンライン開催) CloudWeek2021 

第 33 回会合 2021 年 12 月 15 日 幕張メッセ(ハイブリッド開催) AXIES2021 年度年次大会 

第 34 回会合 2022 年 3 月 25 日 広島大学(ハイブリッド開催) 大学等におけるクラウドサービス利用シンポジウム 2022 

第 35 回会合 2022 年 6 月 1 日 国立情報学研究所(オンライン開催) 学術情報基盤オープンフォーラム 2022 

第 36 回会合 2022 年 9 月 7 日 北海道大学(ハイブリッド開催) CloudWeek2022 

第 37 回会合 2022 年 12 月 13 日 仙台国際センター(ハイブリッド開催) AXIES2022 年度年次大会 

以上 



171 
 

大学 ICT 推進協議会・クラウド部会 ご入会のご案内 

 

全国の大学でアカデミッククラウドの必要性に対する認知度が高まってきております。そのためアカデ

ミッククラウドに関する様々な情報の共有が求められる状況にあります。 

大学 ICT 推進協議会・クラウド部会ではこうした大学のニーズに応えるべく、活動を活性化することを

考えております。そのため、ご入会いただける大学会員及び賛助会員（企業会員）の皆様を募集しており

ます。 

本部会にご参加いただくことにより、大学会員及び賛助会員の皆様には以下のようなメリットがあると

考えられます。 

 

■大学会員のメリット 

 ・クラウドは民間主導で急速な進化の過程にあるテクノロジです。クラウド提供企業から最新の技術動

向や技術情報を入手することができます。 

 ・先進的な大学におけるクラウド導入事例を入手することが可能です。大学でのクラウド導入の留意点

や注意点などを学ぶことができます。 

 ・クラウド研究に携わる大学教職員及び企業のクラウド担当者との人脈を構築できます。 

 

■賛助会員のメリット 

・自社のクラウドソリューションを、大学教職員に広報することができます。 

 ・クラウドに対する大学側のニーズをヒアリングすることができます。 

 ・共同研究、実証実験などを行うパートナとなる大学を探すことができます。 

 

つきましては、本部会へのご入会をご検討くださいますようお願い申し上げます。 

入会のお申込み及びお問合せは、以下のメールアドレスまで願い申し上げます。 

 

 
主 査 渡邉英伸 (広島大学） 

副 査 梶田将司（京都大学） 

副 査 吉田浩  (国立情報学研究所） 

副 査 脇昌弘  （ネットアップ合同会社） 

副 査 須藤憲一（さくらインターネット） 

ご連絡先: sig-cloud-core@axies.jp 
 


